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Ⅰ 実施概要 

１  目  的   

    児童生徒の客観的な学力状況の経年的な把握と分析を通して、課題解決に向けた指導

の工夫改善等の取組の充実を図る全県的な検証改善サイクルを確立し、県内全ての児童

生徒の学力の確実な定着と向上を図る。 

 

２  実施期日 

    平成２９年１０月２５日（水）※学校の状況に応じて、10/23～10/27の期間に実施 

 

３  実施対象及び実施内容 

（１）小学校 

 

（２）教科の問題について 

   ○以下の①、②による総合的な問題とし、記述式の問題を一定の割合で出題する。 

    ①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活に

おいて不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能

などを中心とした問題 

    ②知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想

を立て実践し評価・改善する力などに関わる内容を中心とした問題 

    ○問題は、調査実施時点までに学習していると想定される範囲とし、問題の程度は、

対象学年までの学習指導要領を基準とする。 

 

（３）質問紙について 

  ○学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する内容を問うものとする。 
 

【データの処理について】 

 

学  年 実施人数 内  容（時  間） 

小

学

校 

第３学年 １０，９４５人 国語、算数(各 40分)                   及び質問紙 

第４学年 １１，１１６人 国語、算数(各 40分)                   及び質問紙 

第５学年 １０，９８８人 国語、算数、社会、理科(各 40分)       及び質問紙 

第６学年 １０，８７３人 国語、算数(各 40分)                   及び質問紙 

中

学

校 

第１学年 １０，５７８人 国語、数学(各 45分)                   及び質問紙 

第２学年 １０，６８７人 国語、数学、社会、理科、英語(各 45分) 及び質問紙 

○各学年の実施人数について 

 ・各学年の実施人数は、教科の問題及び質問紙を実施した児童生徒数の最大値を示している。 

○平均正答率の算出方法について 

 ・各教科の平均正答率は、問題を実施した全ての児童生徒の解答結果から算出している。 

・学校の教育課程上の理由等により一部の問題を実施していない児童生徒についても、全体に

含めて算出している。 



Ⅱ 教科の問題に関する結果

１ 小学校

（１）国語

【第３学年】

実施児童数 10,933 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 61.1 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)

【第４学年】

実施児童数 11,063 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 62.6 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)
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分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 17 64.0

主として「活用」 3 44.8

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと 3 75.1

書くこと 2 37.2

読むこと 8 55.0

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
9 66.2

評価の

観点

話す・聞く能力 3 75.1

書く能力 2 37.2

読む能力 7 56.9

言語についての

知識･理解･技能
8 65.6

問題形式

選択式 5 55.5

短答式 12 67.4

記述式 3 45.5

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 15 69.0

主として「活用」 5 43.6

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと 3 43.2

書くこと 4 46.4

読むこと 7 59.7

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
10 75.0

評価の

観点

話す・聞く能力 3 43.2

書く能力 3 49.8

読む能力 4 55.7

言語についての

知識･理解･技能
10 75.0

問題形式

選択式 6 64.0

短答式 10 70.4

記述式 4 41.0



【第５学年】

実施児童数 10,974 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 54.0 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)

【第６学年】

実施児童数 10,873 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 58.6 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)
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分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 17 58.1

主として「活用」 3 30.9

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと 2 43.5

書くこと 5 47.4

読むこと 6 52.9

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
9 57.5

評価の

観点

話す・聞く能力 2 43.5

書く能力 5 47.4

読む能力 4 59.7

言語についての

知識･理解･技能
9 57.5

問題形式

選択式 10 59.8

短答式 6 61.8

記述式 4 27.9

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 15 62.6

主として「活用」 5 46.6

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと 3 61.7

書くこと 4 42.6

読むこと 9 61.5

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
8 54.2

評価の

観点

話す・聞く能力 3 61.7

書く能力 3 39.7

読む能力 6 72.4

言語についての

知識･理解･技能
8 54.2

問題形式

選択式 8 69.0

短答式 9 55.9

記述式 3 38.9



【結果から見られる成果と課題】 

 ○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読むことについて、相当数の児童

ができている。 

  ・「公園（こうえん）」（小３１一１：95.9％） 

  ・「注目（ちゅうもく）」（小４１一１：94.2％） 

  ・「緑茶（りょくちゃ）」（小５１一２：87.2％） 

  

○ グラフや表を基に必要な情報を読み取ることについて、成果が見られる。 

  ・グラフから読み取れる内容を選択（小６４一：88.7％） 

 

○ 筆者の説明の意図を捉えることについて、相当数の児童ができている。 

  ・筆者の表現の意図について、最も適切な文を選択（小６３一：81.6％） 

  

● 同音異義の漢字を書くことについて、課題が見られる。 

 ・「いがい（意外）」（小５１一３：47.0％） 

 ・「おさまる（治まる）」（小６１一４：59.2％） 

 

● 接続語を用いて文を二つに分けることについて、課題が見られる。 

  （小５２二：19.1％、小６１五：36.0％） 

 

● 目的に応じ、中心となる語や文を捉えることについて、課題が見られる。 

  （小３３四：40.1％、小４３二：39.0％、小５３一：39.5％） 

 

● 目的や意図に応じて必要な内容を整理して書くことについて、課題が見られる。 

 ・必要な内容を二つ取り上げて整理して書くこと 

（小５４三：25.7％、小６４二：47.9％） 

   H2９小6 全国調査（県平均）35.3% 「目的や意図に応じて必要な内容を整理して書く」 

  

● 条件等に即応して自分の考えを書くことについて、課題が見られる。 

  ・自分の考えを具体的に書くこと 

   （小３４四:32.4％、小４４四:41.6％、小５５三：31.1％ 小６５二:17.5％） 

 

 

 

 

 

正答率が 80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを成果と

してまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめている。 

 

※ ○は成果、●は課題を示している。 



 あなたは、このお話を読んで、どんな感想をもちましたか。あとのじょうけん

に合わせて書きましょう。 

 

  

  

これと反対に、秋も深まり、そろそろ寒くなってくるころ、（ あ ）の国か

らやってきて冬をすごし、春にはまた北へ帰って行く鳥たちを冬鳥といいます。 

 

 （ あ ）にあてはまる言葉を書きましょう。 

 

【正答】 北  

 四年一組では、話し合った内ようをもとに、二分の一成人式の案内じょうを書

くことになりました。あなたならどのような案内じょうを書きますか。次のじょ

うけんに合わせて書きましょう。 

 国語  【小学校３・４年生】 

 

（小学校３・４年生） 

● 条件等に即応して自分の考えを書くことについて、課題が見られる。 

小３：３２．４％ 

 

小４：４１．６％ 

 

（小学校４年生） 

● 目的に応じ、中心となる語や文を捉えることについて、課題が見られる。 

小４：３９．０％ 

 

【正答例】  

海の中に重い石を何回もなげこんだの

に、また、あみにかかったことがふしぎで

した。そして、まくらもとにかんのんさま

がでてきたところがおもしろかったです。 

〈じょうけん〉 

○「海」「かんのんさま」という

ことばをつかって書くこと。 

○五十字いじょう、七十五字いな

いにまとめて書くこと。 

【正答例】  

二分の一成人式では、一人一人がし

ょう来のゆめを発表します。わたした

ちのスピーチを楽しみにしていてくだ

ください。もみじの合唱もしますので、

ぜひ見に来てください。  

〈じょうけん〉 

○話し合った内ようをもとに、来てほ

しいという気持ちを伝えること。 

○二文以上で書くこと。 

○六十字以上、八十字以内で書くこと。 



 秋本さんは、北村さんの「二つの文を分けてみたらどうだろう。」という助言
を聞いて、【秋本さんのスピーチ練習の様子】の②の文を、「そして」というつ
なぎ言葉を使って、二文に分けることにしました。書き直したときの一つ目の文
の終わりの七文字と、二つ目の文の「そして、」に続く七文字を書きましょう。 

  

 小松さんたちは、水道局をたずねて聞いた【水道局の方のお話】をもとに、【節
水作戦への協力のお願い】の   の部分を書いています。次の   の中の 
  Ｂ   に入る内容を、あとの条件に合わせて書きましょう。 

 

 【話し合いの様子の一部】の中の  Ａ  のところで、木村さんは、【山口の
むかし話「びゃく雲寺のごうとう」】の言葉や文を取り上げながら、ごうとうの
心情が変化したと考えられる行動について話しています。あなたが木村さんなら
どのように話しますか。次の条件に合わせて書きましょう。 

 

 

 

 国語  【小学校５・６年生】 
 

（小学校５年生） 
● 接続語を用いて文を二つに分けることについて、課題が見られる。 

小５：１９．１％  
 
（小学校５年生） 
● 目的や意図に応じて必要な内容を整理して書くことについて課題が見られる。 

小５：２５．７％ 

 
（小学校６年生） 
● 条件等に即応して自分の考えを書くことについて、課題が見られる。 

小６：１７．５％ 

【正答】 で読んできます。（そして、）好きだったとこ  

【正答例】  

できるだけ多くの人に見て

もらうことや、水を使う場所

ではどこでも節水を思い出せ

るようにすることが大切だか

らです。  

【正答例】  

びゃく雲寺の方を見て「ほん

の少し頭を下げると」と書いて

あるよ。おしょうさんが自分の

ためにやさしくしてくれたこと

に気づいたから、あやまったと

考えることができるよ。  

〈条件〉 

○   の南さんのように、【山口のむかし話

「びゃく雲寺のごうとう」】からごうとうの

心情が変化したと考えられる行動を取り上

げて書くこと。 

○取り上げた行動から、どうしてごうとうの心

情が変化したと考えられるのかを書くこと。 

○六十字以上、百字以内にまとめて書くこと。 

〈条件〉 

○数多くのポスター作りが必要な理由を【水道局

の方のお話】から二つ取り上げて書くこと。 

○【節水作戦への協力のお願い】にふさわしい表

現で書くこと。 

○書き出しに続けて、五十字以上、七十字以内に

まとめて書くこと。 



（２）算数

【第３学年】

実施児童数 10,945 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 67.5 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)

【第４学年】

実施児童数 11,070 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 64.9 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)
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分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 14 74.9

主として「活用」 6 50.3

学習指導

要領の

領域等

数と計算 10 76.9

量と測定 4 67.5

図形 3 59.2

数量関係 3 44.7

評価の

観点

数学的な考え方 6 50.3

数量や図形についての技能 8 82.2

数量や図形についての知識･理解 6 65.3

問題形式

選択式 2 50.4

短答式 16 72.6

記述式 2 44.2

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 11 80.1

主として「活用」 9 46.3

学習指導

要領の

領域等

数と計算 7 76.9

量と測定 4 76.5

図形 2 39.1

数量関係 7 53.5

評価の

観点

数学的な考え方 9 46.3

数量や図形についての技能 8 83.7

数量や図形についての知識･理解 3 70.3

問題形式

選択式 3 52.5

短答式 14 76.0

記述式 3 25.1



【第５学年】

実施児童数 10,983 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 55.5 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)

【第６学年】

実施児童数 10,867 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 58.8 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)
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分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 14 61.5

主として「活用」 6 41.4

学習指導

要領の

領域等

数と計算 8 57.8

量と測定 3 63.0

図形 2 73.2

数量関係 7 44.5

評価の

観点

数学的な考え方 6 41.4

数量や図形についての技能 7 63.3

数量や図形についての知識･理解 7 59.7

問題形式

選択式 7 51.0

短答式 10 62.2

記述式 3 43.5

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 15 64.0

主として「活用」 5 43.3

学習指導

要領の

領域等

数と計算 8 64.2

量と測定 3 52.6

図形 2 32.0

数量関係 7 63.0

評価の

観点

数学的な考え方 4 46.5

数量や図形についての技能 9 60.4

数量や図形についての知識･理解 7 63.8

問題形式

選択式 3 56.3

短答式 14 61.5

記述式 3 48.9



【結果から見られる成果と課題】 

○  基本的な四則計算の技能や数の仕組みの理解に成果が見られる。 

 ・除法の計算をすること（小３１(4)：94.7％） 

  ・余りのある除法の計算をすること（小４１(3)：85.5％） 

  ・同分母の分数の加法の計算をすること（小４１(5)：92.8％） 

  ・末尾のそろっていない小数の減法の計算をすること（小６２(1)：82.5％） 

  ・十進位取り記数法について理解していること（小３２(1)：89.7％） 

  ・乗法九九を用いて、乗数を求めること（小３３(1)：97.1％） 
  

○  数量関係や図形の基本的な内容の理解に成果が見られる。 

  ・長さについての感覚を身に付けていること（小３４(2)：90.6％） 

  ・二次元表の見方を理解していること（小４５(1)：90.6％） 

  ・分度器を用いて、90度よりも小さい角の大きさを求めること（小４８(1)：92.5％） 
 

●  余りのある小数の除法、体積についての量感、複合図形の求積、二次元表を読み取ること

に課題が見られる。 

・除数が小数である場合の除法の計算を一の位まで行い、商と余りを求めること（小６２

(3)：28.8％） 

・かさについての感覚を身に付けていること（小３４(1)：39.4％） 

・円の面積の公式を活用して、複合図形の面積を求めること（小６７(2)：30.5％） 

  ・二次元表の中の数が表す事柄を読み取ること（小４５(3)：37.0％） 
 

●  数量の関係を数直線に表すことや、式に適した問題場面を選択することに課題が見られる。 

・小数の除法の問題場面を理解し、数直線に表すこと（小５３：19.6％） 

・除法の意味について理解し、示された除法に適した問題場面を選択すること（小３９：

29.4％） 
 

●  割合の見方の基礎や基準量、比較量、割合の関係を捉えることに引き続き課題が見られる。 

・除法を活用して、基準量の半分の長さの求め方と答えを記述すること（小３８(1)：39.4％，

小４６(1)：64.0％） 

・示された割合を解釈して、基準量と比較量の関係を表している図を判断すること(小５

10(1):28.0％） 
 

●  問題場面について情報を整理し、理由や方法等を説明することに引き続き課題が見られる。 

  ・繰り下がりのある減法の計算方法を活用して、□に当てはまる数の求め方を記述すること

（小３７：37.9％） 

  ・三角形の２つの辺の長さが円の半径であることを基に、二等辺三角形ができる理由を記述

すること（小４７：8.5％） 

 ・グラフの特徴を基に２つのグラフが対応していないことを読み取り、違いを記述すること 

(小４９(1):23.3％，小５11(1)：30.2％） 

  ・点対称の定義を用いて、対象の中心を求める方法を記述すること(小６６:31.8％) 

・値引きによって１番値段が安くなる理由を記述すること(小６８:42.3％) 

 
  正答率が 80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを成果としてまと

めるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめている。 

※ ○は成果、●は課題を示している。 



【小学校３・４年生】 

（小学校３・４年生） 

●  除法を活用して、基準量の半分の長さの求め方と答えを記述することに課題が見られ

る。 

 

 

 

 

 

 

小３：３９．４％ 小４：６４．０％ 

 

（小学校３年生） 

●  除法の意味について理解し、示された除法に適した問題場面を選択することに課題が

見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小３：２９．４％ 

 

（小学校４年生） 

●  三角形の２つの辺の長さが円の半径であることを基に、二等辺三角形ができる理由を

記述することに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小４：８．５％ 

算数 

【正答】イ、エ 

【正答】式  １６÷２（＝８）  

答え ８ｍ 

【正答例】 

辺エアと辺エウは、点エを中心とする円

の半径で、同じ長さです。三角形エアウは

２つの辺の長さが同じだから、二等辺三角

形です。 



【小学校５・６年生】 

（小学校５年生） 

●  小数の除法の問題場面を理解し、数直線に表すことに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小５：１９．６％ 
 

（小学校５年生） 

●  示された割合を解釈して、基準量と比較量の関係を表している図を判断することに課

題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

小５：２８．０％ 
 

（小学校６年生） 

●  値引きによって１番値段が安くなる理由を記述することに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小６：４２．３％ 

【正答】「１ｍあたりの重さの□」 ア 「長さの１.２」 エ 「重さの１.８」 イ 

【正答】エ 

【正答例】 

 アの券を使うと、１８００－２００＝１６００で、１６００円になります。 

イの券を使うと、１８００円は２０００円より安いので、１５００円になります。 

ウの券を使うと、１８００×（１－０.２）＝１４４０で、１４４０円になります。 

１６００円と１５００円と１４４０円では１４４０円がいちばん安いので、ウの券を使う

と、いちばん安く買えます。 

算数 



（３）社会

【第５学年】

実施児童数 10,973 人

設問数 20 問

平均正答率 56.6 ％

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

（全ての設問を実施した児童について算出)

0.0

5.0

10.0

15.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

平均正答数 11.3問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 13 62.6

主として「活用」 7 45.6

学習指導

要領の

領域等

身近な地域 3 57.1

地域の生産や販売 2 68.4

地域の人々の健康な生活 0 －

地域の人々の安全 3 69.7

地域の古い道具、文化財や年中

行事
0 －

県の地形や産業 4 49.1

我が国の国土 3 55.4

我が国の農業や水産業 5 44.3

評価の

観点

社会的な思考･判断･表現 5 44.1

資料活用の技能 6 60.5

社会的事象についての知識･理解 9 61.0

問題形式

選択式 8 60.9

短答式 8 60.1

記述式 4 41.1



【結果から見られる成果と課題】

○ 地図の基本的な約束事に関しては、知識・理解及び資料活用の技能の定着が

見られる。

・地図記号が表している建造物を選ぶこと（１(1)91.9％）

・縮尺を理解し、地図を見て、実際の距離を求めること（１(2)79.4％）

○ 買い物調べなど、学習の対象が身近な場合には、知識の定着が見られるとと

もに、資料活用の技能についても一定の成果が見られる。

・買い物調べの意図を理解し、調査結果を表にまとめること（２(1)80.5％）

● 資料から必要な情報を読み取り、それらの情報をもとに、条件に合わせて説

明することに課題が見られる。

・工場の立地について、輸送と関連付けて説明すること（１(3)31.4％）

・米粉を活用する取組について必要な情報を読み取り、的確に表現すること

（７(2)18.6％）

● 条件に合う都道府県の名前を答えることに、引き続き課題が見られる。

・条件に合う都道府県（山形県のとなりにある県）の名前を答えること

（６(2)39.9％）

● 県内の市町の位置及び名前に関する知識の定着に、引き続き課題が見られる。

・県内の市の数を答えること（４(2)42.4％）

正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果

としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめていま

す。

※ ○は成果、●は課題を示している。



社会 【小学校５年生】

● 資料から必要な情報を読み取り、それらの情報をもとに、条件に合わせて説明する
ことに課題が見られる。

＜自分たちが住んでいる市の一部を表した地図と、その地図を見ながら児童が話し合って
いる様子をを提示＞

（３）この話し合いで、まなぶさんは海岸線がまっすぐであることのよさを発表しています。
物を運ぶことに注目して、「海岸線がまっすぐだと、」に続く イ の中の文を考え、
まなぶさんの発表を完成させましょう。

小５：３１．４％

（２）みほさんは資料３を見て、米の消費量を増やすために「米粉」を活用する取組を考え
ています。【みほさんのまとめノート】の米の消費量を増やすための提案に入る文を書
きましょう。ただし、米粉の特ちょうと課題をふまえて書くこととします。

小５：１８．６％

● 条件に合う都道府県の名前を答えることに課題が見られる。

（２）資料２の （＝山形県）のとなりにある県の名前を二つ書きましょう。

小５：３９．９％

【正答例】

（３） （海岸線がまっすぐだと、）船が入りやすくなり、工場で使う原

料や工場でつくったせい品を運ぶのに便利だよ。

【正答】 宮城県、秋田県、福島県、新潟県の中から二つ （完答）

【正答例】

（２） 栄養のバランスのよ

い米粉の商品の種類を

増やし、たくさんの人

に食べてもらえるよう

になれば、米の消費量

を増やすことができる

と思います。

【みほさんのまとめノート】



（４）理科

【第５学年】

実施児童数 10,988 人

設問数 20 問

平均正答率 65.3 ％

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

（全ての設問を実施した児童について算出)

0.0

5.0

10.0

15.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

平均正答数 13.1問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 11 71.3

主として「活用」 9 58.0

学習指導

要領の

領域等

物質 5 64.4

エネルギー 4 61.1

生命 6 78.0

地球 5 54.2

評価の

観点

科学的な思考・表現 7 59.2

観察・実験の技能 5 59.5

自然事象についての知識･理解 8 74.2

問題形式

選択式 8 73.2

短答式 7 67.6

記述式 5 49.3



【結果から見られる成果と課題】

○ 条件に沿った実験方法を理解することに成果が見られる。

・予想が正しいときに得られる結果を想定すること（１(2)80.4％）

○ メダカのからだのつくりとその役割を理解することに成果が見られる。

・メダカの子どもの腹の袋の中に、成長に必要な養分が含まれていることを理

解すること（２(3)88.9％）

○ 時間の変化による星座の動きを理解することに成果が見られる。

・星の集まりは、１日のうちでも時刻によって、並び方は変わらないが、位置

が変わることを理解すること（３(1)86.5％）

○ 物体の形状で質量が変わらないことを理解することに成果が見られる。

・アルミニウムはくの重さは形を変えても重さが変わらないことを理解するこ

と（７(2)80.0％）

○ 適切な乾電池のつなぎ方と電流の強さの理解について改善傾向が見られる。

・条件にあてはまる乾電池のつなぎ方を類推すること(４(1)57.1％)

H2８小５ 学力定着状況確認問題36.0％

「乾電池の直列つなぎについて基礎的な用語を理解し、作図によって表現する」

● 太陽の動きと方位を日当たりと関連付けて考えることに課題が見られる。

・方位から分かる太陽の動きと校舎の位置を関係付けながら考えることにより

日当たりの最もよい場所を想定すること（１(3)39.6％）

● 観察を通して学習した内容の理解を深めることについて課題が見られる。

・星座早見の正しい使い方及び夏の代表的な星座について理解すること

（３(2)36.8％）

● 正しい方位磁針の使い方について課題が見られる。

・方位磁針の正しい使い方を理解し、他者の誤った使い方を改善するための方

法を説明すること（５(1)34.2％）

正答率が80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを
成果としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめて
いる。

※ ○は成果、●は課題を示している。



理科 【小学校５年生】 

 
● 太陽の動きと方位を日当たりと関連付けて考えることに課題が見られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  小５：３９．６％ 

 
● 正しい方位磁針の使い方について課題が見られる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  小５：３４．２％ 

理科 

【正答例】 
記号 ウ 
理由 校しゃの南がわは、もっとも日当たりが 

よいから。 

【正答例】 
方位じしんのはりの色のついた方を北にあわせる。 



２ 中学校

（１）国語

【第１学年】

実施生徒数 10,578 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 25 問

平均正答率 64.7 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)

【第２学年】

実施生徒数 10,683 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 25 問

平均正答率 63.5 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)

0.0

5.0

10.0

15.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425

0.0

5.0

10.0

15.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425

平均正答数 16.2問

平均正答数 15.9問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 20 66.1

主として「活用」 5 59.3

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと 4 58.8

書くこと 2 40.0

読むこと 5 63.7

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
17 65.8

評価の

観点

話す・聞く能力 2 67.5

書く能力 2 40.0

読む能力 4 71.2

言語についての

知識･理解･技能
17 65.8

問題形式

選択式 10 68.5

短答式 13 65.6

記述式 2 40.0

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 21 67.8

主として「活用」 4 41.0

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと 3 68.3

書くこと 2 36.4

読むこと 6 63.8

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
16 65.0

評価の

観点

話す・聞く能力 2 64.8

書く能力 2 36.4

読む能力 5 60.1

言語についての

知識･理解･技能
16 67.8

問題形式

選択式 11 62.2

短答式 12 68.0

記述式 2 36.4



【結果から見られる成果と課題】

○ １・２年生において、文脈に即して漢字を正しく読むことについては、相当

数の生徒ができている。

・「呼吸」（中１２一１：98.3％）、「敬う」（中１４一２：83.2％）
こ きゅう うやま

・「歓声」（中２１一１：96.7％）、「鮮やか」（中２４一３：91.1％）
かんせい あざや

○ １・２年生において、文脈に即して接続詞を適切に使うことについては、相

当数の生徒ができている。（中１２二：91.8％、中２２一：82.0％）

○ １年生において、話し合いの話題や方向性を捉えて的確に話したり、相手の

発言を聞いたりすることについては、相当数の生徒ができている。

（中１５三：86.2％）

● １・２年生において、文脈に即して漢字を正しく書くことに課題が見られる。

・「しょうたい（招待）」（中１４一３：50.3％）

・「きぼ（規模）」（中２４一１：54.5％）

H2９ 中3 全国調査（県平均）68.0％「文脈に即して漢字を正しく書く」

● １年生において、事象や行為などを表す多様な語句を理解することに課題が

見られる。

・語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うこと（中１４二２：37.6％）

・話し合いの記録として適切な言葉を考えること（中１５一：23.5％）

H2９ 中3 全国調査（県平均）36.9％「事象や行為などを表す多様な語句を理解する」

● ２年生において、文章全体の構成を捉えることに課題が見られる。

（中２２四：44.1％）

● １・２年生において、条件に即応して記述することに課題が見られる。

・意図に沿った語句を選択し、理由について説明すること（中１５四：33.6％）

・登場人物の心情を捉え、本文を根拠に自分の考えをまとめること

（中２１五：34.9％）

・詩の表現技法に着目し、その効果を説明すること（中２５三：37.9％）

H2９ 中3 全国調査（県平均）42.7％「表現の仕方について捉え、自分の考えを書く」

正答率が80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを

成果としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめて

いる。

※ ○は成果、●は課題を示している。



国語【中学校１・２年生】

（中学校１年生）

● 事象や行為などを表す多様な語句を理解することに課題が見られる。

○ （ ）の中のア～エのうち、最も適切なものをそれぞれ一つ選びなさい。

（ ア たてこめる イ たちならぶ ウ たなびく エ たた

ずむ ）雲の間から、春の光がもれている。

【正答】 ウ

中１：３７．６％

（中学校２年生）

● 条件に即応して記述することに課題が見られる。

○ 西村さんは、次のページにあるようなふるさとの童謡詩人金子みすゞの「星

とたんぽぽ」の【魅力を紹介するチラシ】をつくることにしました。次の条

件１、２にしたがって「星とたんぽぽ」の魅力を書きなさい。

条件１ 「星とたんぽぽ」の魅力を紹介するために、「比喩」か「反復」

か、どちらかの表現技法を取り上げて書きなさい。なお、取り

上げた技法について、解答用紙の「比喩」か「反復」を○で囲

みなさい。

条件２ 条件１で取り上げた表現の例を「星とたんぽぽ」から引用し、

60字以上、80字以内で魅力を書きなさい。

【正答例】

「見えぬけれどもあるんだよ、見えぬものでもあるんだよ。」を繰り返

すことにより、見えないけれども存在する大切なものがあるという自分の

思いを強調しています。

中２：３７．９％



（２）数学

【第１学年】

実施生徒数 10,565 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 25 問

平均正答率 52.7 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)

【第２学年】

実施生徒数 10,682 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 25 問

平均正答率 44.4 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)
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0.0

5.0

10.0

15.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425

平均正答数 13.2問

平均正答数 11.1問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 20 55.8

主として「活用」 5 40.0

学習指導

要領の

領域等

数と式 17 50.8

図形 3 45.8

関数 2 57.8

資料の活用 3 66.5

評価の

観点

数学的な見方や考え方 6 37.0

数学的な技能 14 61.9

数量や図形などについての

知識･理解
5 45.7

問題形式

選択式 3 44.8

短答式 20 55.5

記述式 2 36.2

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 17 51.9

主として「活用」 8 28.7

学習指導

要領の

領域等

数と式 16 43.1

図形 4 38.2

関数 3 64.4

資料の活用 2 37.3

評価の

観点

数学的な見方や考え方 6 29.3

数学的な技能 12 50.5

数量や図形などについての

知識･理解
7 46.9

問題形式

選択式 4 61.8

短答式 19 42.0

記述式 2 22.4



【結果から見られる成果と課題】 

○  基本的な内容の理解に、おおむね成果が見られる。 

 ・小数の減法の計算をすること（中１１(1)89.6％） 

 ・反比例の表を完成すること（中１５(1)78.5％） 

 ・整式の加法と減法の計算をすること（中２２(1)79.8％） 

 ・比例のグラフの特徴を理解すること（中２５84.9％） 

 

○ 数量の関係を見いだすことに、理解が見られる。 

 ・事象における数量の関係を見いだすこと（中１10(1)82.2％） 

 

●  基本的な内容の一部について、理解に課題が見られる。 

 ・数の集合と四則計算の可能性について理解すること（中１１(7)36.6％） 

 ・比から縦、横の長さを求め、長方形の面積を求めること（中１２(2)21.9％） 

 ・道のりと時間から速さを求めること（中１２(3)26.5％） 

 ・図形のまわりの長さを求めること（中１６10.3％） 

・絶対値の意味を理解すること（中２１(3)40.3％） 

 ・与えられた式にあう場面を選択すること（中１３48.7％、中２３55.7％） 

 

● 割合を用いて数量の関係を表すことに課題が見られる。 

 ・基準量を求めること（中１４(2)49.2％、中２２(5)48.3％） 

 ・同じ半径の円の面積と球の表面積を比較すること（中２７(2)19.9％） 

 ・与えられた情報を適切に処理し、基準量を求めること（中２８(1)25.5％） 

 

●  文字を用いた式で表すことに課題が見られる。 

 ・ともなって変わる数量の関係を式に表すこと（中１５(2)37.2％） 

・事象における数量の関係を見いだし、一般化した式をつくること（中１10(2)10.0％） 

 ・数量の関係を文字式で表すこと（中２２(2)21.1％） 

 ・与えられた情報を適切に処理し、場面に応じた式を立てること（中２８(2)19.9％） 

 ・文字式を用いて、根拠を明らかにして説明すること（中２11(2)20.8％） 

 

●  与えられた情報を正確に読み取り、筋道を立てて考えることに課題が見られる。 

 ・指数を用いて、求めた数を正しく表すこと（中２９(1)27.7％） 

 ・同じ数の積の特徴を読み取ること（中２９(2)13.6％） 

 

●  日常的な事象等を数学的に解釈して説明することに課題が見られる。 

 ・具体的な事象について、公倍数を使って説明すること（中１８44.5％） 

 ・数量の関係に着目して説明すること（中１10(3)28.0％） 

 ・回転移動を正しく説明すること（中２７(3)12.5％） 

 ・中央値の意味を理解し、正しく説明に用いること（中２10(2)24.0％） 

 

   
  正答率が 80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを成果としてまと

めるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめている。 

※  ○は成果、●は課題を示している。 



【中学校１・２年生】 

（中学校１・２年生） 

● 基準量を求めることに課題が見られる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  中１：４９．２％ 中２：４８．３％ 

 

（中学校１年生） 

● 事象における数量の関係を見いだし、一般化した式をつくることや、数量の関係に着 

 目して説明することに課題が見られる。 

 

 

 中１：（１）８２．２％、（２）１０．０％、（３）２８．０％ 

 

（中学校２年生） 

● 回転移動を正しく説明することに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 中２：１２．５％ 

数学 

【正答】 イ 

【正答例】 

 点Ｏを中心として、 時計回りに 120°回転移動する。 

【正答例】 
（１）４ 個  （２）イ：n－１ ウ：４n＋２ 
（３）25枚のプリントを掲示するとき、必要な画びょうの個数は 
    ４×25＋２＝102で、102個である。 
   下松さんが準備した 100個よりも、２個多く必要である。 
   したがって、25枚のプリントすべてを掲示するためには画びょうはたりない。 



（３）社会

【第２学年】

実施生徒数 10,687 人

設問数 25 問

平均正答率 38.2 ％

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

（全ての設問を実施した生徒について算出)

0.0

5.0

10.0

15.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

平均正答数 9.5問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 15 45.7

主として「活用」 10 26.8

学習指導

要領の

領域等

世界の地域構成 1 86.8

世界各地の人々の生活と環境 3 32.5

世界の諸地域 5 54.6

世界のさまざまな地域の調査 0 －

日本の地域構成 3 51.6

世界と比べた日本の地域的特色 1 44.6

歴史のとらえ方 1 44.9

古代までの日本 5 20.2

中世の日本 6 32.0

近世の日本 4 16.9

評価の

観点

社会的な思考･判断･表現 6 28.4

資料活用の技能 7 41.5

社会的事象についての知識･理解 12 41.1

問題形式

選択式 9 41.0

短答式 8 49.9

記述式 8 23.2



【結果から見られる成果と課題】

○ 世界地図から、必要な情報を正しく読み取ることができる。

・東京を中心とした正距方位図法から、地球表面の姿を読み取ること

（３(1)86.8％）

○ 資料から、世界各地の人々のくらしの様子に関する情報を正しく読み取るこ

とができる。

・分布図から、世界の主な宗教の分布を読み取ること（４(1)75.9％）

● 資料から必要な情報を読み取り、読み取った情報を関連付けて説明すること

に課題が見られる。

・ニースの気候の特色を表している雨温図として適切なものを選び、選んだ理

由を記述すること（３(2)7.0％）

・江戸幕府の収入源を、幕府の直轄地と関連付けて説明すること

（７(2)7.9％）

■ 記述式問題に課題が見られる。

・特色ある自然環境（寒帯）と生活様式（住居）を関連付けて説明すること

（４(2)14.5％）

・楽市令の目的を、時代背景と関連付けて説明すること（６(3)9.4％）

・国風文化の特徴について、平安時代の中国との関係と関連付けて説明するこ

と（８(2)11.3％）

正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果

としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめていま

す。

※ ○は成果、●は課題を示している。（■は問題形式による課題）



社会 【中学校２年生】

● 資料から必要な情報を読み取り、読み取った情報を関連付けて説明することに
課題が見られる。

（２）ニースの雨温図に当たるものを、次の１～４の雨温図から一つ選び、番号で答えなさ
い。また、ニースがその雨温図であると答えた理由を説明しなさい。

＜雨温図は略＞

中２：７．０％

（２）江戸時代に中国銭が使われなくなり、国内の金貨や銀貨などで対応できるようになっ
たのはなぜか、資料６の中から関係のある地名を具体的に取り上げ、説明しなさい。

中２：７．９％

■ 記述式問題に課題が見られる。

（３）表中の（ い ）の人物（＝織田信長）は、下の資料にあるような「楽市令」を出
している。「座」がどのようなものか説明した上で、このような命令を（ い ）の人
物が出した理由を説明しなさい。

中２：９．４％

【正答例】

（３）商工業者の同業者団体である座の独占的な営業をや

めさせ、商工業を活発にするため。

【正答例】

（２）高緯度の割に冬が温暖で、夏に乾燥しているという

地中海性気候の特色を読み取ることができるから。

【正答例】

（２）幕府が佐渡の金山や生野、石見の銀山などを直接支

配し、貨幣の鋳造権を握っていたから。



（４）理科

【第２学年】

実施生徒数 10,666 人

設問数 25 問

平均正答率 41.7 ％

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

（全ての設問を実施した生徒について算出)
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平均正答数 10.4問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 14 47.7

主として「活用」 11 34.1

学習指導

要領の

領域等

物質 11 39.4

エネルギー 4 47.0

生命 6 44.6

地球 4 38.3

評価の

観点

科学的な思考・表現 11 34.1

観察・実験の技能 3 56.2

自然事象についての知識･理解 11 45.4

問題形式

選択式 8 48.1

短答式 9 39.6

記述式 8 37.7



【結果から見られる成果と課題】

○ 実験結果の表から反射の法則を見出すことに成果が見られる。

・実験結果から規則性を見出すこと（６(1)80.7％）

● 化学領域の基本的な用語を使って説明することに課題が見られる。

・状態変化と化学変化について、原子、分子の視点から説明すること

（１(2)13.0％）

● 物質の状態を原子や分子のモデル数に着目して表すことに課題が見られる。

・分子の状態をモデル図で表すこと（１(3)21.5％）

● 計算によって得られた数値を条件に合わせて利用することに課題が見られる。

・実験結果を数値で捉えて分析し、考察すること（２(2)4.3％）

● 密度が表す意味を理解し、密度の違いを利用して物質を特定することに課題が

見られる。

・グラフから物質の密度を読み取り、同定すること（５(2)23.3％）

・物質の浮き沈みは、水と比較した密度の大小により決まること（５(3)28.8％）

● 反射の法則を利用して、鏡を通して物体が見えるしくみを理解することに課題

が見られる。

・反射の法則から鏡に反射して見える範囲を見出すこと（６(3)21.6％）

・鏡に反射する光の道筋を正しく作図すること（６(4)38.2％）

● 火成岩やたい積岩の特徴を理解することに課題が見られる。

・凝灰岩と砂岩のつくりの違いを理解すること（７(4)8.3％）

正答率が80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを
成果としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめて
いる。

※ ○は成果、●は課題を示している。



【中学校２年生】 
 

● 計算によって得られた数値を条件に合わせて利用することに課題が見られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  中２：４．３％ 
 
● 密度が表す意味を理解し、密度の違いを利用して物質を特定することに課題が
見られる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  中２：２３．３％ 

【正答例】 
 （裏側）の方が（２．８ｃｍ３）多い。 

【正答例】 
 
ＡとＣ 

理科 



（５）英語

【第２学年】

実施生徒数 10,685 人

設問数 25 問

平均正答率 56.2 ％

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

（全ての設問を実施した生徒について算出)

0.0
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15.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

平均正答数 14.1問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 20 62.7

主として「活用」 5 30.4

学習指導

要領の

領域等

聞く 8 71.3

読む 12 56.9

書く 5 21.8

評価の

観点

外国語表現の能力 5 30.4

外国語理解の能力 17 63.1

言語や文化についての知識･理解 3 60.3

問題形式

選択式 16 68.0

短答式 2 30.5

記述式 7 36.8



【結果から見られる成果と課題】

○ 英語を聞いて、絵の状況を適切に表現しているものを選ぶことは、相当数の

生徒ができている。

・絵の中の人物の動作を正しく表現した英文を聞き取ること （１(2)92.4％）

○ 英文を読み、内容から考えて空所に入る適切な単語を選ぶことは、相当数の

生徒ができている。

・動作を行う時間を表す際に必要となる前置詞(at)を選ぶこと（４(1)85.3％）

● 英文を読み、内容から考えて空所に入る適切な単語を、既習の学習内容を活

用して選ぶことに課題が見られる。

・“Mike doesn't like swimming very much. Mike's friends are going to

go swimming, but he ( ).”という問いに“isn't”を選ぶこと

（４(3)23.9％）

● 前後の英文から意味のつながりを考えて、空所に入る適切な英文を書くこと

に課題が見られる。（場面に応じた表現）

・味噌汁の作り方を尋ねる英文を書くこと（７(2)19.1%）

・動物園で楽しく過ごした理由となる英文を書くこと（７(3)24.1%）

● 英文を読み、その内容に関する質問の答えを考え、空所に入る適切な語を答

えることに課題が見られる。

・“When did Amy come to Japan?”という質問に“On Sepetember 15.（15th,

fifteen,fifteenth）”と答えること（８(1)ア 12.3%）

● 条件に合うように内容を考えて英文を書くことに課題が見られる。

・ ALTと話したい話題を英語で書き、その話題に対して質問する英文を５語以

上で書くこと（８(4)32.8％）

正答率が80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを

成果としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめて

いる。

※ ○は成果、●は課題を示している。



英語【中学校２年生】

● 前後の英文から意味のつながりを考えて、空所に入る適切な英文を書くことに課題が

見られる。

中２：１９．１％

● 英文を読み、その内容に関する質問の答えを考え、空所に入る適切な語を答えること

に課題が見られる。

中２：１２．３％
【正答例】１５ , １５ th

fifteen , fifteenth

【正答例】 How do you cook it? ／ How did you make it? など



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第３学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 ① ○ ○ ○ ○ 95.9

１ 一 ② ○ ○ ○ ○ 67.7

１ 一 ③ ○ ○ ○ ○ 67.6

１ 一 ④ ○ ○ ○ ○ 55.6

１ 二 ⑤ ○ ○ ○ ○ 70.9

１ 三 ⑥ ○ ○ ○ ○ 82.0

１ 四 ⑦ ○ ○ ○ ○ 35.2

１ 五 ⑧ ○ ○ ○  ○ 50.0

２ 一 ⑨ ○ ○ ○ ○ 94.5

２ 二 ⑩ ○ ○ ○ ○ ○ 70.9

２ 三 ⑪ ○ ○ 　 ○ 　 ○ 　 59.8

２ 四 ⑫  ○ ○ ○ ○ ○ 42.1

３ 一 ⑬ ○ ○ ○ ○ 85.7

３ 二 ⑭ ○ ○ ○ ○ 87.2

３ 三 ⑮ ○ ○ ○ ○ 62.1

３ 四 ⑯ ○ ○ ○ ○ 40.1

４ 一 ⑰ ○ ○ ○ ○ 28.6

４ 二 ⑱ 情景の描写など，表現の細かい点に注意して読む ○ ○ 　 ○ 　 ○ 40.8

４ 三 ⑲ ○ ○ ○ ○ 53.5

４ 四 ⑳ ○ ○ ○ ○ 32.4

３　設問別正答率一覧

75.1
37.2
55.0

分類 区分 対象設問数（問）

問題
17
3

県平均正答率
（％）

64.0
44.8

学習指導要領の領域

3
2
8

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 9

評価の観点

3
2
7

言語についての知識・理解・技能 8

問題形式

5
12
3

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域

文の中における主語，述語を捉える

国語辞典の正しい使い方を理解する

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く

国語辞典の正しい使い方を理解する

指定された箇所の正しい筆順を示す

司会の役割を理解する

前後の文脈から，適切な接続語を選択する

話し方の工夫を捉える

目的に応じ，文章の内容を的確に読む

目的に応じ，文章の内容を的確に読む

条件に合わせてお話の感想を書く

目的や相手に応じ，分かったことを書く

目的に応じ，中心となる語や文を捉える

目的に応じ，中心となる語や文を捉える

目的に応じ，中心となる語や文を捉える

目的に応じ，中心となる語や文を捉える

県
全
体
正
答
率

（
％

）

66.2
75.1
37.2
56.9
65.6

評価の観点 問題形式

55.5
67.4
45.5



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第４学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 ① ○ ○ ○ ○ 94.2

１ 一 ② ○ ○ ○ ○ 89.5

１ 一 ③ ○ ○ ○ ○ 72.6

１ 一 ④ ○ ○ ○ ○ 83.5

１ 二 ⑤ ○ ○ ○ ○ 64.9

１ 三 ⑥ ○ ○ ○ ○ 53.6

１ 四 ⑦ ○ ○ ○ ○ 78.3

１ 五 ⑧ ○ ○ ○  ○ 65.8

２ 一 ⑨ ○ ○ ○ ○ 61.1

２ 二 ⑩ ○ ○ ○ ○ 58.9

２ 三 ⑪ ○ ○ ○ ○ ○ 　 88.0

２ 四 ⑫  ○ ○ ○ ○ ○ 46.8

３ 一 ⑬ ○ ○ ○ ○ 68.9

３ 二 ⑭ ○ ○ ○ ○ 39.0

３ 三 ⑮ ○ ○ ○ ○ ○ 　 59.9

３ 四 ⑯ ○ ○ ○ ○ 56.2

４ 一 ⑰ ○ ○ ○ ○ 53.8

４ 二 ⑱ ○ ○ ○ 　 ○ 　 ○ 36.0

４ 三 ⑲ ○ ○ ○ ○ 39.8

４ 四 ⑳ ○ ○ ○ ○ 41.6

県
全
体
正
答
率

（
％

）

75.0
43.2
49.8
55.7
75.0
64.0
70.4
41.0

評価の観点 問題形式

区分 対象設問数（問）

問題
15
5

県平均正答率
（％）

69.0
43.6

学習指導要領の領域

3
4
7

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 10

43.2
46.4
59.7

分類

評価の観点

3
3
4

言語についての知識・理解・技能 10

問題形式

6
10
4

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域

文の中における主語，述語を捉える

漢字の部首を理解する

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く

漢字の総画を理解する

ローマ字を正しく読む

目的に応じて資料を選択する

資料を関連付けて読み，適切な見出しを付ける

前後の文脈から，適切な接続語を選択する

事例を挙げながら話すよさを捉える

司会者の役割を理解する

相手や目的に応じて，案内状を書く

目的や相手に応じ，感想を書く

目的に応じて，中心となる語を捉える

目的に応じて，中心となる語や文を捉える

接続語が文と文の意味のつながりに果たす役割を理解す
る

目的に応じて，中心となる語や文を捉える

目的に応じて，意見を述べる



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第５学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 ① ○ ○ ○ ○ 69.9

１ 一 ② ○ ○ ○ ○ 87.2

１ 一 ③ ○ ○ ○ ○ 47.0

１ 一 ④ ○ ○ ○ ○ 50.8

１ 二 ⑤ ○ ○ ○ ○ 65.4

１ 三 ⑥ ○ ○ ○ ○ 57.5

１ 四 ⑦ ○ ○ ○ ○ 75.6

１ 五 ⑧ ○ ○ ○ ○ 45.1

２ 一 ⑨ ○ ○ ○ ○ 51.3

２ 二 ⑩ ○ ○ ○ ○ 19.1

２ 三 ⑪ ○ ○ 　 ○ 　 ○ 35.7

３ 一 ⑫ ○ ○ ○ ○ 39.5

３ 二 ⑬ ○ ○ ○ ○ 68.0

３ 三 ⑭ ○ ○ ○ ○ 73.0

４ 一 ⑮ ○ ○ ○ ○ 　 65.3

４ 二 ⑯ ○ ○ ○ ○ 67.1

４ 三 ⑰ ○ ○ ○ ○ 25.7

５ 一 ⑱ ○ ○ 　 ○ 　 ○ 58.2

５ 二 ⑲ ○ ○ ○ ○ ○ 47.5

５ 三 ⑳ ○ ○ ○ ○ ○ 31.1

県
全
体
正
答
率

（
％

）

57.5
43.5
47.4
59.7
57.5

評価の観点 問題形式

59.8
61.8
27.9

目的や意図に応じて，必要な内容を整理して書く

自分の考えが明確になるように推敲する

物語から捉えた面白さについて，理由をつけて説明する

目的に応じて，文章の中心となる語や文を捉える

目的に応じて，段落の内容を的確に捉える

目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨を捉え
る

自分の考えを明確に表現するため，文章の構成を工夫す
る

目的や意図に応じて，自分の考えが伝わるように，引用
する箇所を選ぶ

目的に応じて，段落相互の関係を捉える

国語辞典の正しい使い方を理解する

慣用句の意味を理解する

相手や目的に応じて，適切な事柄を話す

接続語を用いて文を二つに分ける

目的や意図に応じて，話の構成や内容を工夫する

文の中における主語，述語を捉える

ローマ字を正しく書く

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域

問題形式

10
6
4

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 9

評価の観点

2
5
4

言語についての知識・理解・技能 9

2
5
6

43.5
47.4
52.9

分類 区分 対象設問数（問）

問題
17
3

県平均正答率
（％）

58.1
30.9

学習指導要領の領域



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第６学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 (1 ○ ○ ○ ○ 46.7

１ 一 (2 ○ ○ ○ ○ 67.8

１ 一 (3 ○ ○ ○ ○ 50.0

１ 一 (4 ○ ○ ○ ○ 59.2

１ 二 (5 ○ ○ ○ ○ 69.2

１ 三 (6 ○ ○ ○ ○ 64.3

１ 四 (7 ○ ○ ○ ○ 40.3

１ 五 (8 ○ ○ ○ ○ 36.0

２ 一 (9 ○ ○ ○ ○ 79.6

２ 二 (10 ○ ○ ○ ○ ○ 51.4

３ 一 (11 ○ ○ ○ ○ 81.6

３ 二 (12 ○ ○ ○ ○ 62.7

３ 三 (13 ○ ○ ○ ○ 75.6

４ 一 (14 ○ ○ ○ ○ 88.7

４ 二 (15 ○ ○ ○ ○ ○ 53.6

４ 二 (16 ○ ○ ○ ○ ○ 47.9

４ 三 (17 ○ ○ ○ ○ 62.5

５ 一 (18 ○ ○ ○ ○ 54.0

５ 二 (19 ○ ○ ○ ○ ○ 17.5

５ 三 (20 ○ ○ ○ ○ 63.3

38.9

県
全
体
正
答
率

（
％

）

故事成語の意味を理解している

39.7
72.4
54.2
69.0
55.9

評価の観点

3
3
6

言語についての知識・理解・技能 8

61.7
42.6
61.5
54.2
61.7

文章中から適切な情報を読み取る

目的や意図に応じて，資料を関連付けて読み，文章を書く

グラフや表から，必要な情報を読み取る

目的に応じて，適切な本を選ぶ

文章の内容を的確に押さえて，筆者の考えを捉える

15
5

筆者の説明の意図を捉えることができる

スピーチの工夫として，資料提示の目的を理解する

県平均正答率
（％）

62.6
46.6

学習指導要領の領域

3
4
9

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 8

分類 区分 対象設問数（問）

問題

8
9
3

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域

場面の展開に沿って読み，メッセージに気付く

目的や意図に応じて，必要な内容を整理して書く

自分の考えを広げたり深めたりするための発言の意図を捉
える

登場人物の心情を捉え，叙述に着目して自分の考えをまと
める

ローマ字を正しく書く

主語と述語の関係に気を付けて，一文を二文に分ける

目的や意図に応じて，話の構成や内容を工夫する

評価の観点 問題形式

文の中における主語と述語を捉える

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く

問題形式



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第３学年　算数

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

数と計算

量と測定

図形

数量関係

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識･理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
･
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) ① ○ ○ ○ 87.7

1 (2) ② ○ ○ ○ 75.0

1 (3) ③ ○ ○ ○ 95.3

1 (4) ④ ○ ○ ○ 94.7

２ (1) ⑤ ○ ○ ○ 89.7

２ (2) ⑥ ○ ○ ○ 68.2

２ (3) ⑦ ○ ○ ○ 44.9

２ (4) ⑧ ○ ○ ○ 71.9

３ (1) ⑨ ○ ○ ○ 97.1

３ (2) ⑩ ○ ○ ○ 67.6

４ (1) ⑪ ○ ○ ○ 39.4

４ (2) ⑫ ○ ○ ○ 90.6

５ ⑬ ○ ○ ○ ○ 79.2

６ ⑭ ○ ○ ○ 71.4

７ ⑮ ○ ○ ○ ○ 37.9

８ (1) ⑯ ○ ○ ○ ○ 39.4

８ (2) ⑰ ○ ○ ○ ○ 65.1

９ ⑱ ○ ○ ○ ○ 29.4

１０ (1) ⑲ ○ ○ ○ 55.5

１０ (2) ⑳ ○ ○ ○ ○ 50.5

○

乗法を活用して，基準量の３倍の長さの求め方と答えを記述できる

数直線から数を読み取ることができる

四角形の定義を用いて，四角形ではない理由を記述できる

箱を構成することができる辺や頂点の組み合わせを理解している

繰り下がりのある減法の計算方法を活用して，□に当てはまる数の求め
方を記述できる

除法を活用して，基準量の半分の長さの求め方と答えを記述できる

○

県
全
体
正
答
率

（
％

）

乗法の計算の性質やきまりを用いて考えることができる

除法の意味について理解し，示された除法に適した問題場面を選択する
ことができる

直角三角形の定義を理解している

○

かさについての感覚を身に付けている ○

長さについての感覚を身に付けている

数の構成を理解し，数の大きさを比較することができる ○

問題場面を長さの加法の式に表し，計算することができる ○

乗法九九を用いて，乗数を求めることができる ○

○

除法の計算をすることができる ○

十進位取り記数法について理解している ○

時刻を求めることができる ○

評価の観点 問題形式

繰り上がりのある３位数の加法の計算をすることができる ○

繰り下がりのある３位数の減法の計算をすることができる ○

72.6
2 44.2

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域

82.2
6 65.3

問題形式

2 50.4
16

44.7

評価の観点

0 －
6 50.3
8

76.9
4 67.5
3 59.2

県平均正答率
（％）

問題
14 74.9
6 50.3

○

分類 区分 対象設問数（問）

学習指導要領の領域

10

3

乗法の計算をすることができる



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第４学年　算数
分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

数と計算

量と測定

図形

数量関係

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識･理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
･
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) ① ○ ○ ○ 81.8

1 (2) ② ○ ○ ○ 84.5

1 (3) ③ ○ ○ ○ 85.5

1 (4) ④ ○ ○ ○ 65.4

1 (5) ⑤ ○ ○ ○ 92.8

１ (6) ⑥ ○ ○ ○ 78.5

２ ⑦ ○ ○ ○ ○ 69.7

３ ⑧ ○ ○ ○ ○ 50.1

４ (1) ⑨ ○ ○ ○ 88.9

４ (2) ⑩ ○ ○ ○ ○ 81.1

５ (1) ⑪ ○ ○ ○ 90.6

５ (2) ⑫ ○ ○ ○ 83.2

５ (3) ⑬ ○ ○ ○ 37.0

６ (1) ⑭ ○ ○ ○ ○ 64.0

６ (2) ⑮ ○ ○ ○ ○ 57.0

7 ⑯ ○ ○ ○ ○ 8.5

８ (1) ⑰ ○ ○ ○ 92.5

８ (2) ⑱ ○ ○ ○ ○ 43.4

９ (1) ⑲ ○ ○ ○ ○ 23.3

９ (2) ⑳ ○ ○ ○ ○ 19.4

分類 区分 対象設問数（問）
県平均正答率

（％）

問題
11 80.1
9 46.3

学習指導要領の領域

7 76.9
4 76.5
2 39.1
7 53.5

評価の観点

0 －
9 46.3
8 83.7
3 70.3

問題形式

3 52.5
14 76.0
3 25.1

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

繰り下がりのある３位数の減法の計算をすることができる ○

整数と小数の加法の計算をすることができる ○

２位数÷１位数の余りのある除法の計算をすることができ
る

○

３位数×２位数の乗法の計算をすることができる ○

同分母の分数の加法の計算をすることができる ○

３位数÷１位数の余りのある除法の計算をすることができ
る

○

二次元表の見方を理解している ○

二次元表の見方を理解し，事柄に当てはまる数を求めるこ
とができる

○

箱の縦の長さを，ボールの直径から考えることができる

数直線の一目盛りの大きさに着目し，数の大きさを考える
ことができる

ある時刻から一定時間前の時刻を求めることができる ○

グラフの特徴を基にグラフの対応を考え，与えられたグラ
フが誰のものかを判断することができる

３６０°を基に，分度器を用いて，１８０°よりも大きい
角の大きさの求め方を考えることができる

決められた時間になるように，時間の組み合わせを考える
ことができる

除法を活用して，基準量の半分の長さの求め方と答えを記
述できる

比較量が基準量の何倍かを求めるために適した除法の式を
選ぶことができる

三角形の２つの辺の長さが円の半径であることを基に，二
等辺三角形ができる理由を記述できる

県
全
体
正
答
率

（
％

）

二次元表の中の数が表す事柄を読み取ることができる ○

グラフの特徴を基に２つのグラフが対応していないことを
読み取り，違いを記述できる

○
分度器を用いて，９０°よりも小さい角の大きさを求める
ことができる



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第５学年　算数

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

数と計算

量と測定

図形

数量関係

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識･理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
･
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) (1 ○ ○ ○ 60.0

1 (2) (2 ○ ○ ○ 64.6

1 (3) (3 ○ ○ ○ 46.2

２ (1) (4 ○ ○ ○ 69.6

２ (2) (5 ○ ○ ○ 63.8

２ (3) (6 ○ ○ ○ 36.3

２ (4) (7 ○ ○ ○ 72.0

２ (5) (8 ○ ○ ○ 76.8

３ (9 ○ ○ ○ 19.6

４ (10 ○ ○ ○ ○ 59.7

５ (11 ○ ○ ○ 73.0

６ (12 ○ ○ ○ ○ 70.0

７ (13 ○ ○ ○ 74.3

８ (14 ○ ○ ○ 72.0

９ (1) (15 ○ ○ ○ 59.7

９ (2) (16 ○ ○ ○ 73.2

１０ (1) (17 ○ ○ ○ ○ 28.0

１０ (2) (18 ○ ○ ○ ○ 40.6

１１ (1) (19 ○ ○ ○ ○ 30.2

１１ (2) (20 ○ ○ ○ ○ 20.0

二次元表の中の数が表す事柄を読み取ることができる ○

グラフの特徴を基に２つのグラフが対応していないことを読み取
り，違いを記述できる

グラフの特徴を基にグラフの対応を考え，与えられたグラフが誰
のものかを判断することができる

基準量と割合を基にして比較量を求め，基準量と比較量の大きさ
の違いについて記述できる

○

二次元表の見方を理解し，事柄に当てはまる数を求めることがで
きる

○

示された割合を解釈して，基準量と比較量の関係を表している図
を判断することができる

角の大きさの測定について理解している ○

長方形の面積の求め方を基に，複合図形の面積の求め方を考える
ことができる

除数が小数である場合の除法の計算を一の位まで行い，商と余り
を求めることができる

○

合同な三角形をかくために必要な構成要素を理解している ○

整数と分数の減法の計算をすることができる ○

加法と乗法の混合した整数の計算をすることができる ○

小数の除法の問題場面を理解し，数直線に表すことができる

手紙の縦と横を三等分した長さと封筒の縦と横の長さを比べて，
手紙が封筒に入る理由を記述できる

体積の単位について理解している ○

末尾のそろっていない小数の減法の計算をすることができる ○

小数の乗法の計算をすることができる ○

評価の観点 問題形式

数を四捨五入して，概数で表すことができる ○

１／１０００の数を小数点の位置に着目して求めることができる ○

62.2

3 43.5

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域

63.3

7 59.7

問題形式

7 51.0

10

44.5

評価の観点

0 －

6 41.4

7

3 63.0

2 73.2

7

問題
14 61.5

6 41.4

県
全
体
正
答
率

（
％

）

立方体の面と面の位置関係を理解している ○

分類 区分 対象設問数（問）
県平均正答率

（％）

学習指導要領の領域

8 57.8



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第６学年　算数

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

数と計算

量と測定

図形

数量関係

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識･理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
･
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) (1 ○ ○ ○ 58.1

1 (2) (2 ○ ○ ○ 55.1

1 (3) (3 ○ ○ ○ 75.9

1 (4) (4 ○ ○ ○ 75.4

２ (1) (5 ○ ○ ○ 82.5

２ (2) (6 ○ ○ ○ 76.1

２ (3) (7 ○ ○ ○ 28.8

２ (4) (8 ○ ○ ○ 75.1

２ (5) (9 ○ ○ ○ 61.9

３ (10 ○ ○ ○ 57.5

４ (11 ○ ○ ○ ○ 72.5

５ (1) (12 ○ ○ ○ 72.1

５ (2) (13 ○ ○ ○ 55.3

６ (14 ○ ○ ○ ○ 31.8

７ (1) (15 ○ ○ ○ 32.3

７ (2) (16 ○ ○ ○ ○ 30.5

８ (17 ○ ○ ○ ○ 42.3

９ (1) (18 ○ ○ ○ 74.7

９ (2) (19 ○ ○ ○ 79.0

９ (3) (20 ○ ○ ○ ○ 39.3

0

4

対象設問数（問）

15

5

8

3

○

二次元表の見方を理解し，事柄に当てはまる数を求めることができる ○

割合を比較するという目的に適したグラフを選ぶことができる

二次元表の中の数が表す事柄を読み取ることができる

円の面積の公式を活用して，複合図形の面積を求めることができる

値引きによって１番値段が安くなる理由を記述できる

手紙の縦と横を三等分した長さと封筒の縦と横の長さを比べて，手紙が封筒
に入る理由を記述できる

三角形の底辺と高さの関係について理解している ○

円柱について，底面の円周の長さと展開図の側面の辺の長さとが対応してい
ることを理解している

○

異分母の分数の減法の計算をすることができる ○

点対称の図形の定義を用いて，対称の中心を求める方法を記述できる

除数が小数である場合の除法の計算を一の位まで行い，商と余りを求めるこ
とができる

○

小数と分数の乗法の計算をすることができる ○

加法と減法，（　）の混合した計算をすることができる

分数の乗法の意味について理解している ○

○

小数の乗法の結合法則について理解している ○

ｘやｙを使った数量の関係を式に表すことができる ○

末尾のそろっていない小数の減法の計算をすることができる ○

評価の観点 問題形式

数を四捨五入して，概数で表すことができる ○

商を分数で表すことができる ○

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域

問題形式

56.3

61.5
48.9

3

14
3

2

7

評価の観点

－

46.5

60.4

63.8

9

7

32.0

63.0

県
全
体
正
答
率

（
％

）

ひし形の面積の求め方を理解している ○

分類 区分
県平均正答率

（％）

学習指導要領の領域

64.2

問題
64.0

43.3

52.6



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第５学年　社会

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

社会的事象への関心・意欲・態度

社会的な思考・判断・表現

資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

身
近
な
地
域
や
市
の
地
形
，
土
地
利
用
，
公
共
施
設
な
ど
の
様
子

地
域
の
生
産
や
販
売
に
携
わ
っ

て
い
る
人
々
の
働
き

地
域
の
人
々
の
健
康
な
生
活
や
良
好
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
の
諸
活
動

地
域
の
人
々
の
安
全
を
守
る
た
め
の
諸
活
動

地
域
の
古
い
道
具
，
文
化
財
や
年
中
行
事
，
地
域
の
発
展
に
尽
く
し
た
先
人
の
具
体
的
事
例

県
の
地
形
や
産
業
，
県
内
の
特
色
あ
る
地
域

我
が
国
の
国
土
の
様
子
と
国
民
生
活
と
の
関
連

我
が
国
の
農
業
や
水
産
業
（

食
料
生
産
）

の
様
子
と
国
民
生
活
と
の
関
連

社
会
的
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

社
会
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

資
料
活
用
の
技
能

社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1 (1) (1 ○ ○ ○ 91.9

1 (2) (2 ○ ○ ○ 79.4

1 (3) (3 ○ ○ ○ ○ 31.4

2 (1) (4 ○ ○ ○ 80.5

2 (2) (5 ○ ○ ○ ○ 56.3

3 (1) (6 ○ ○ ○ 69.6

3 (2) (7 ○ ○ ○ 69.7

3 (3) (8 ○ ○ ○ ○ 69.9

4 (1) (9 ○ ○ ○ 50.1

4 (2) (10 ○ ○ ○ 42.4

4 (3) (11 ○ ○ ○ 69.5

4 (4) (12 ○ ○ ○ ○ 34.3

5 (1) (13 ○ ○ ○ 58.1

5 (2) (14 ○ ○ ○ 49.7

5 (3) (15 ○ ○ ○ 58.4

6 (1) (16 ○ ○ ○ ○ 64.8

6 (2) (17 ○ ○ ○ 39.9

6 (3) (18 ○ ○ ○ ○ 44.2

7 (1) (19 ○ ○ ○ 54.1

7 (2) (20 ○ ○ ○ ○ 18.6

60.9
60.1
41.1

55.4
44.3
－
44.1
60.5
61.0

県平均正答率
（％）

62.6
45.6
57.1
68.4
－

米粉を活用する取組について必要な情報を読み取り，的確に表現することがで
きる

資料から読み取ったことを基に，品種改良によって誕生した新しい品種の特徴
を説明することができる

○

○

グラフから読み取ることができる情報として正しいものを選ぶことができる

ブラジル連邦共和国の位置を理解している

日本の領土の範囲を理解している

○

○

○

資料から，山口県の主な産業の様子を読み取ることができる

山口県に隣接する県の名前（福岡県）を理解している

話し合いの様子から，考えを確かめるために必要な資料を選択することができ
る

大陸や大洋の位置と名称を理解している

作付面積に関するグラフを読み取り，表にまとめ直すことができる

○

○

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

出題の趣旨

工場の立地について，輸送と関連付けて説明することができる

買い物調べの意図を理解し，調査結果を表にまとめることができる

買い物調べの結果をまとめた資料から，買い物の特徴を読み取ることができる

地図記号が表している建造物を選ぶことができる

火災の際の消防署と警察署の連携を理解している

7
13

4
3

2

69.7
－
49.1

日本の県の位置と名前について理解している

○

山口県の市の数を理解している

○

火災に備えて日常的に取り組んでいる内容を理解している

資料の中から適切なものを選び，火災に対する，地域の協力の必要性について
説明することができる

○

○

区分分類

学習指導要領の領域

問題形式

0

対象設問数（問）

3身近な地域や市の地形，土地利用，公共施設などの様子

問題

5

○

我が国の国土の様子と国民生活との関連

我が国の農業や水産業（食料生産）の様子と国民生活との関連 5

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

○

4
8

9

評価の観点

縮尺を理解し，地図を見て，実際の距離を求めることができる

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

設問番号

県
全
体
正
答
率

（
％

）

6

8

地域の古い道具，文化財や年中行事，地域の発展に尽くした先人の具体的事例

県の地形や産業，県内の特色ある地域

地域の生産や販売に携わっている人々の働き

地域の人々の健康な生活や良好な生活環境を守るための諸活動

地域の人々の安全を守るための諸活動

0
3
0



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第５学年　理科

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

物質

エネルギー

生命

地球

自然事象への関心・意欲・態度

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

物
質

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命

地
球

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1 (1) (1 ○ ○ ○ ○ 73.8

1 (2) (2 ○ ○ ○ ○ 80.4

1 (3) (3 ○ ○ ○ ○ 39.6

2 (1) (4 ○ ○ ○ ○ 74.3

2 (2) (5 ○ ○ ○ ○ 78.7

2 (3) (6 ○ ○ ○ ○ 88.9

2 (4) (7 ○ ○ ○ ○ 71.8

3 (1) (8 ○ ○ ○ ○ 86.5

3 (2) (9 ○ ○ ○ ○ 36.8

4 (1) (10 ○ ○ ○ ○ 57.1

4 (2) (11 ○ ○ ○ ○ 42.1

5 (1) (12 ○ ○ ○ ○ 34.2

5 (2) (13 ○ ○ ○ ○ 74.2

6 (1) (14 ○ ○ ○ ○ 70.4

6 (2) (15 ○ ○ ○ ○ 74.9

7 (1) (16 ○ ○ ○ ○ 76.8

7 (2) (17 ○ ○ ○ ○ 80.0

８ (18 ○ ○ ○ ○ 49.1

８ (19 ○ ○ ○ ○ 49.4

９ (20 ○ ○ ○ ○ 66.8

分類 区分 対象設問数（問）
県平均正答率

（％）

58.0

学習指導要領の領域

5 64.4
4 61.1
6

問題
11 71.3
9

78.0

評価の観点

0 －
7

8 74.2
5 59.5

5 54.2

59.2

問題形式

8 73.2
7 67.6
5 49.3

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

星の集まりは，１日のうちでも時刻によって，並び方は変わらないが，位置が変わる
ことを理解している

目的に応じて実験条件を設定することができる

予想が正しいときに得られる結果を想定することができる

解剖顕微鏡の正しい使い方を理解している

反射鏡がどの位置にあるかを理解している

メダカの子どもの腹の袋の中に，成長に必要な養分が含まれていることを理解してい
る

方位から分かる太陽の動きと校舎の位置を関係付けながら考えることにより，日当た
りの最もよい場所を想定することができる

インゲンマメの種子の子葉が，メダカの子どもの腹の袋と同じような働きをしている
ことを理解している

学習指導要領の領域 評価の観点

県
全
体
正
答
率

（
％

）

問題形式

時間とともに影が動く理由について，太陽の動きと関係付けながら説明することがで
きる

方位磁針の正しい使い方を理解し，他者の誤った使い方を改善するための方法を説明
することができる

星座早見の正しい使い方及び夏の代表的な星座について理解している

条件にあてはまる乾電池のつなぎ方を類推することができる

条件にあてはまる乾電池のつなぎ方を図の資料から読み取ることができる

金属と空気の温まり方の違いを理解している

水の温まり方について理解している

アルミニウムはくの重さは形を変えても重さが変わらないことを理解している

温度の違いによって水の体積が大きくなったり，小さくなったりすることを理解して
いる

アルミニウムはくの重さは形を変えても重さが変わらないことを理解している

空気と水の押し縮められ方の違いについて理解している

水と空気の押し縮められ方の違いについて理解している



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

中学校第１学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 (1 ○ ○ ○ 94.4

1 二 (2 ○ ○ ○ 86.4

1 三 (3 ○ ○ ○ 60.2

１ 四 (4 ○ ○ ○ ○ 46.3

2 一 1 (5 ○ ○ ○ 98.3

2 2 (6 ○ ○ ○ 88.3

2 二 (7 ○ ○ ○ 91.8

2 三 (8 ○ ○ ○ ○ 62.7

2 四 (9 ○ ○ ○ ○ 67.6

3 一 1 (10 ○ ○ ○ 58.9

3 2 (11 ○ ○ ○ ○ 50.1

3 3 (12 ○ ○ ○ ○ 50.1

4 一 1 (13 ○ ○ ○ 82.8

4 2 (14 ○ ○ ○ 83.2

4 3 (15 ○ ○ ○ 50.3

4 ４ (16 ○ ○ ○ 58.7

4 二 1 (17 ○ ○ ○ 52.0

4 2 (18 ○ ○ ○ 37.6

4 3 (19 ○ ○ ○ 54.0

4 ４ (20 ○ ○ ○ 69.2

4 ５ (21 ○ ○ ○ 83.7

５ 一 (22 ○ ○ ○ 23.5

５ 二 (23 ○ ○ ○ 48.8

５ 三 (24 ○ ○ ○ ○ 86.2

５ 四 (25 ○ ○ ○ ○ ○ 33.6

分類 区分 対象設問数（問）
県平均正答率

（％）

問題
20 66.1
5 59.3

学習指導要領の領域

4 58.8
2 40.0
5 63.7
17 65.8

評価の観点

2 67.5
2 40.0
4 71.2
17 65.8

問題形式

10 68.5
13 65.6
2 40.0

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

文章の展開に即して比喩表現の意味を理解する ○

語句の意味について理解する ○

文章の展開に即して当てはまる語句を補充する ○

文章に表れている登場人物の気持ちの変化を捉え，自分の考えをまとめ
る

文脈に即して漢字を正しく読む（こきゅう） ○

表現の技法について理解する（比喩法） ○

文脈に即して漢字を正しく書く（減って） ○

文脈に即して接続詞を適切に使う ○

必要な情報を読み取り，内容を的確に捉える

○

文章の内容を的確に押さえて要旨を捉える

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに書き直す（かをる） ○

詩の特徴をつかむ（定型詩・七五調） ○

○

語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使う（たなびく雲） ○

文脈に即して漢字を正しく読む（かいせい） ○

文脈に即して漢字を正しく読む（うやまう） ○

文脈に即して漢字を正しく書く（招待）

話し合いの記録として適切な言葉を考える ○

話し合いの話題や方向を捉えて的確に話したり，相手の発言を聞いたり
する

意図に沿った語句を選択し，理由について説明する

○目的や意図に応じて，収集した情報を関係付けながら話し合う

県
全
体
正
答
率

（
％

）

語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使う（馬の耳に念仏） ○

語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使う（急がば回れ） ○

語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使う（単刀直入） ○

文脈に即して漢字を正しく書く（半径） ○

語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使う（目にあまる）



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

中学校第２学年　国語
分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 1 (1 ○ ○ ○ 96.7

1 2 (2 ○ ○ ○ 76.2

1 二 (3 ○ ○ ○ 83.1

1 三 (4 ○ ○ ○ 72.5

1 四 (5 ○ ○ ○ ○ 47.0

１ 五 (6 ○ ○ ○ ○ 34.9

2 一 (7 ○ ○ ○ 82.0

2 二 (8 ○ ○ ○ 66.1

2 三 (9 ○ ○ ○ 70.9

2 四 (10 ○ ○ ○ ○ 44.1

3 一 (11 ○ ○ ○ 33.6

3 二 (12 ○ ○ ○ 55.4

3 三 (13 ○ ○ ○ 78.3

4 一 1 (14 ○ ○ ○ 54.5

4 2 (15 ○ ○ ○ 55.7

4 ３ (16 ○ ○ ○ 91.1

4 ４ (17 ○ ○ ○ 90.1

4 二 1 (18 ○ ○ ○ 48.9

4 2 (19 ○ ○ ○ ○ 75.5

4 三 １ (20 ○ ○ ○ 49.9

4 2 (21 ○ ○ ○ 55.7

5 一 (22 ○ ○ ○ 58.0

5 二 ア (23 ○ ○ ○ 71.7

5 二 イ (24 ○ ○ ○ 57.9

5 三 (25 ○ ○ ○ ○ ○ 37.9

県
全
体
正
答
率

（
％

）

自立語と付属語について理解している ○

自立語の特徴について理解している ○

時と場に応じて，適切な敬語をつかう（尊敬語　おっしゃった） ○

時と場に応じて，適切な敬語をつかう（尊敬語　ご利用になる） ○

文脈に即して漢字を正しく書く（延期）

表現技法の効果について，説明を基に適するものを選ぶ ○

話し手の立場や意図を的確に捉える ○

詩の表現技法に着目し，その効果を説明する

話し合いにおける役割を捉える ○

文脈に即して漢字を正しく読む（あざやか） ○

文脈に即して漢字を正しく読む（むくわれた） ○

口語訳にあう原文を抜き出す ○

古典作品名を漢字で正しく書く（「竹取物語」） ○

文脈に即して漢字を正しく書く（規模） ○

文章全体の構成を捉える

歴史的仮名づかいを現代仮名づかいに直す（おはせね） ○

○

文脈に即して接続詞を適切に使う ○

内容を的確に捉え，必要な情報を取り出す ○

内容を正確に捉えて，該当するものを選ぶ ○

文章の展開に即して内容を理解する ○

文章の展開に即して内容を理解する

登場人物の心情を捉え，本文を根拠に自分の考えをまとめる

問題形式

文脈に即して漢字を正しく読む（かんせい） ○

文脈に即して漢字を正しく書く（意外） ○

表現の技法について理解する（倒置法） ○

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域 評価の観点

問題形式

11 62.2
12 68.0
2 36.4

36.4
5 60.1
16 67.8

63.8
16 65.0

評価の観点

2 64.8
2

41.0

学習指導要領の領域

3 68.3
2 36.4
6

分類 区分 対象設問数（問）
県平均正答率

（％）

問題
21 67.8
4



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

中学校第１学年　数学

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

数と式

図形

関数

資料の活用

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) (1 ○ ○ ○ 89.6

１ (2) (2 ○ ○ ○ 67.5

１ (3) (3 ○ ○ ○ 69.3

1 (4) (4 ○ ○ ○ 59.4

1 (5) (5 ○ ○ ○ 54.9

1 (6) (6 ○ ○ ○ 62.0

1 (7) (7 ○ ○ ○ 36.6

2 (1) (8 ○ ○ ○ 53.5

2 (2) (9 ○ ○ ○ 21.9

2 (3) (10 ○ ○ ○ 26.5

3 (11 ○ ○ ○ ○ 48.7

4 (1) (12 ○ ○ ○ 60.4

4 (2) (13 ○ ○ ○ 49.2

5 (1) (14 ○ ○ ○ 78.5

5 (2) (15 ○ ○ ○ 37.2

6 (16 ○ ○ ○ 10.3

7 (1) (17 ○ ○ ○ 61.2

7 (2) (18 ○ ○ ○ 65.8

8 (19 ○ ○ ○ ○ 44.5

9 (1) (20 ○ ○ ○ 77.1

9 (2) (21 ○ ○ ○ 53.6

9 (3) (22 ○ ○ ○ ○ 68.7

10 (1) (23 ○ ○ ○ 82.2

10 (2) (24 ○ ○ ○ ○ 10.0

10 (3) (25 ○ ○ ○ ○ 28.0

県
全
体
正
答
率

（
％

）

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

事象における数量の関係を見いだし，一般化した式をつくることができる

組み合わせについて，落ちや重なりがないように求めることができる

二次元表の意味を考えながら，データを正確に分類することができる

事象における数量の関係を見いだすことができる

基準を用いて平均を求めることができる

整式どうしの減法の計算ができる

出題の趣旨

絶対値の意味を理解している

図形のまわりの長さを求めることができる

与えられた式にあう場面を選択することができる

3
0
6
14
5

数量の関係に着目して説明することができる

順列について，落ちや重なりがないように求めることができる

3
20
2

指数を含む正の数と負の数の計算ができる

○

○

○

57.82

○

○

小数の減法の計算ができる

問題形式

44.8
55.5
36.2

66.5
－
37.0
61.9
45.7

県平均正答率
（％）

55.8
40.0
50.8
45.8

道のりと時間から速さを求めることができる

計算のきまりにしたがって計算することができる

数の集合と四則計算の可能性について理解している

設問番号

比から縦，横の長さを求め，長方形の面積を求めることができる

○

○

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

具体的な事象について，公倍数を使って説明することができる

基準量を基に比較量を求めることができる

○

○

○

○

○

○

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

○

○

ともなって変わる数量の関係を式に表すことができる

区分

問題

○

○

分類

基準量を求めることができる

○

立方体のまわりの長さを求めることができる

面のつながりを考えて展開図に線をかくことができる

小数と分数の乗法の計算ができる

○反比例の表を完成することができる

○

学習指導要領の領域

評価の観点

対象設問数（問）

20
5
17
3



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

中学校第２学年　数学
分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

数と式

図形

関数

資料の活用

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) (1 ○ ○ ○ 60.4

１ (2) (2 ○ ○ ○ 70.6

１ (3) (3 ○ ○ ○ 40.3

１ (4) (4 ○ ○ ○ 60.6

2 (1) (5 ○ ○ ○ 79.8

2 (2) (6 ○ ○ ○ 21.1

2 (3) (7 ○ ○ ○ 55.6

2 (4) (8 ○ ○ ○ 48.4

2 (5) (9 ○ ○ ○ 48.3

3 (10 ○ ○ ○ ○ 55.7

4 (1) (11 ○ ○ ○ 49.4

4 (2) (12 ○ ○ ○ 58.9

5 (13 ○ ○ ○ 84.9

6 (14 ○ ○ ○ 56.8

7 (1) (15 ○ ○ ○ 63.4

7 (2) (16 ○ ○ ○ 19.9

7 (3) (17 ○ ○ ○ 12.5

8 (1) (18 ○ ○ ○ ○ 25.5

8 (2) (19 ○ ○ ○ ○ 19.9

9 (1) (20 ○ ○ ○ ○ 27.7

9 (2) (21 ○ ○ ○ ○ 13.6

10 (1) (22 ○ ○ ○ 50.6

10 (2) (23 ○ ○ ○ ○ 24.0

11 (1) (24 ○ ○ ○ ○ 41.9

11 (2) (25 ○ ○ ○ ○ 20.8

17
8

県平均正答率
（％）

51.9
28.7

学習指導要領の領域

16
4
3
2

43.1
38.2
64.4
37.3

分類 区分 対象設問数（問）

問題

－
29.3
50.5
46.9

問題形式

4
19
2

61.8
42.0
22.4

評価の観点

0
6
12
7

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域 問題形式

県
全
体
正
答
率

（
％

）

小数と分数の乗法の計算ができる ○

計算のきまりにしたがって計算することができる ○

評価の観点

絶対値の意味を理解している ○

基準を用いて平均を求めることができる ○

整式の加法と減法の計算ができる ○

数量の関係を文字式で表すことができる ○

等式を目的に応じて変形することができる ○

連立二元一次方程式を解くことができる ○

基準量を求めることができる ○

与えられた式にあう場面を選択することができる

反比例の関係を式に表すことができる ○

反比例の関係を用いて，水面の高さを求めることができる ○

比例のグラフの特徴を理解している ○

垂線の作図について正しい意味を理解している ○

正四角錐を構成する底面について理解している ○

同じ半径の円の面積と球の表面積を比較することができる ○

回転移動を正しく説明することができる ○

与えられた情報を適切に処理し，基準量を求めることができる

与えられた情報を適切に処理し，場面に応じた式を立てることができる

指数を用いて，求めた数を正しく表すことができる

文字を用いて関係や法則を式に表したり，式を計算して説明に用いたりするこ
とができる。

文字式を用いて，根拠を明らかにして説明することができる

同じ数の積の特徴を読み取ることができる

階級の幅を理解している ○

中央値の意味を理解し，正しく説明に用いることができる



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

中学校第２学年　社会（地理的分野）

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

世界の地域構成

世界各地の人々の生活と環境

世界の諸地域

世界のさまざまな地域の調査

日本の地域構成

世界と比べた日本の地域的特色

社会的事象への関心・意欲・態度

社会的な思考・判断・表現

資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

世
界
の
地
域
構
成

世
界
各
地
の
人
々
の
生
活
と
環
境

世
界
の
諸
地
域

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
調
査

日
本
の
地
域
構
成

世
界
と
比
べ
た
日
本
の
地
域
的
特
色

社
会
的
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

社
会
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

資
料
活
用
の
技
能

社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) (1 ○ ○ ○ ○ 66.5

1 (2) (2 ○ ○ ○ ○ 56.5

2 (1) (3 ○ ○ ○ ○ 43.2

2 (2) (4 ○ ○ ○ ○ 36.3

2 (3) (5 ○ ○ ○ ○ 70.6

3 (1) (6 ○ ○ ○ ○ 86.8

3 (2) (7 ○ ○ ○ ○ 7.0

3 (3) (8 ○ ○ ○ ○ 37.8

4 (1) (9 ○ ○ ○ ○ 75.9

4 (2) (10 ○ ○ ○ ○ 14.5

5 (1) (11 ○ ○ ○ ○ 54.0

5 (2) (12 ○ ○ ○ ○ 62.8

5 (3) (13 ○ ○ ○ ○ 44.6

県
全
体
正
答
率

（
％

）

分類 区分 対象設問数（問）
県平均正答率

（％）

問題
7 45.7
6 26.8

学習指導要領の領域

1 86.8
3 32.5
5 54.6
0
3
1 44.6

－
51.6

評価の観点

0 －
3 28.4
6 41.5
4 41.1

問題形式

4 41.0
5 49.9
4 23.2

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

南アメリカ州の地形（アマゾン川）について理解している

複数の資料から読み取ることのできる情報をもとに，南アメリカ
州の産業の特色について説明することができる

資料から，オーストラリアの鉱産資源の分布について読み取るこ
とができる

オーストラリアの地域的特色について理解している

国旗の由来について，歴史的背景と関連付けて説明することがで
きる

日本の都道府県の位置を地図中に正しく示すことができる

都道府県の面積と人口から，人口密度の計算ができる

東京を中心とした正距方位図法から，地球表面の姿を読み取るこ
とができる

ニースの気候の特色を表している雨温図を選ぶことができる

資料から読み取ることのできる情報を基に，時差の計算ができる

世界の主な宗教の分布について理解している

特色ある自然環境（寒帯）と生活様式（住居）を関連付けて，説
明することができる

日本の地域区分について理解している



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

中学校第２学年　社会（歴史的分野）

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

歴史のとらえ方

古代までの日本

中世の日本

近世の日本

社会的事象への関心・意欲・態度

社会的な思考・判断・表現

資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

歴
史
の
と
ら
え
方

古
代
ま
で
の
日
本

中
世
の
日
本

近
世
の
日
本

社
会
的
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

社
会
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

資
料
活
用
の
技
能

社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

6 (1) (14 ○ ○ ○ ○ 38.2

6 (2) (15 ○ ○ ○ ○ 12.2

6 (3) (16 ○ ○ ○ ○ 9.4

7 (1) (17 ○ ○ ○ ○ 32.0

7 (2) (18 ○ ○ ○ ○ 7.9

7 (3) (19 ○ ○ ○ 23.2

8 (1) (20 ○ ○ ○ 50.6

8 (2) (21 ○ ○ ○ ○ 11.3

8 (3) (22 ○ ○ ○ 33.2

9 (1) (23 ○ ○ ○ ○ 26.0

9 (2) (24 ○ ○ ○ 44.9

9 (３) (25 ○ ○ ○ ○ 8.5

県
全
体
正
答
率

（
％

）

県平均正答率
（％）

江戸幕府の収入源を，幕府の直轄地と関連付けて説明することができる

奈良時代のできごとについて理解している

室町時代の建築様式について理解している

国風文化の特徴について，平安時代の中国との関係と関連付けて説明することができ
る

区分

問題

対象設問数（問）

1

4

分類

学習指導要領の領域

問題形式

0

評価の観点

8

6
5

3

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

16.9
－

20.2

3

8
1

5

45.7
4 26.8

44.9

32.0

28.4

41.1

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

23.2

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

41.0
49.9

出題の趣旨

41.5

4

弥生時代，室町時代の人々の暮らしについて理解している

各時代に日本と関係の深い中国の王朝名について理解している

楽市令の目的を時代背景と関連付けて説明することができる

○

○

○

○

鎌倉時代から戦国時代までの人物やできごとについて理解している

○

資料から，大和政権の勢力と古墳の広がりの関連性を読み取ることができる

設問番号

源頼朝，織田信長に関連するできごとについて理解している

年代（世紀）の表し方について理解している

○

○

○

鎌倉時代の仏教の宗派と開祖について関連付けて理解している



平成２９年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

中学校第２学年　理科
分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

物質

エネルギー

生命

地球

自然事象への関心・意欲・態度

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

物
質

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命

地
球

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1 (1) (1 ○ ○ ○ 35.9

1 (2) (2 ○ ○ ○ 13.0

1 (3) (3 ○ ○ ○ 　 ○ 21.5

2 (1) (4 ○ ○ ○ ○ 51.8

2 (2) (5 ○ ○ ○ ○ 4.3

2 (3) (6 ○ ○ ○ 60.2

3 (1) (7 ○ ○ ○ ○ 46.7

3 (2) (8 ○ ○ ○ 43.9

3 (3) (9 ○ ○ ○ 60.9

4 (1) (10 ○ ○ ○ 58.5

4 (2) (11 ○ ○ ○ 54.1

4 (3) (12 ○ ○ ○ 55.9

4 (4) (13 ○ ○ ○ 47.7

5 (1) (14 ○ ○ ○ ○ 　 42.1

5 (2) (15 ○ ○ ○ 　 ○ 23.3

5 (3) (16 ○ ○ ○ 　 ○ 28.8

5 (4) (17 ○ ○ ○ ○ 52.7

6 (1) (18 ○ ○ ○ 80.7

6 (2) (19 ○ ○ ○ 47.5

6 (3) (20 ○ ○ ○ ○ 21.6

6 (4) (21 ○ ○ ○ ○ 38.2

7 (1) (22 ○ ○ ○ 59.4

7 (2) (23 ○ ○ ○ ○ 43.8

7 (3) (24 ○ ○ ○ 41.6

7 (4) (25 ○ ○ ○ 8.3

県
全
体
正
答
率

（
％

）

河口付近の海底にれきが多いことを理解し，それを表す柱状図を予想することができ
る

設定された実験の条件の関係を理解している

凝灰岩と砂岩のつくりの違いを理解している ○

実験結果を数値で捉えて分析し，考察することができる

蒸散量と気孔の数の関係を理解している ○

鏡に反射する光の道筋を正しく作図することができる

侵食によるはたらきを理解している ○

反射の法則から鏡に反射して見える範囲を見出すことができる

反射の法則について理解している ○

物質の浮き沈みは，水と比較した密度の大小により決まることを理解している

実験結果から規則性を見出すことができる ○

ガスバーナーを正しく操作することができる ○

二酸化炭素の確認方法について理解している ○

ガスバーナーを正しく操作することができる ○

問題形式

有機物の燃焼について理解している ○

グラフから物質の体積と質量を読み取り，物質の密度を求めることができる

学習指導要領の領域

状態変化と化学変化について，原子，分子の視点から文章で簡潔に説明することがで
きる

○

分子の状態を，モデル図で表すことができる

9

物質の浮き沈みについて，文章で簡潔に説明することができる

被子植物と裸子植物の特徴の違いを理解している

合弁花と離弁花の特徴の違いを理解している ○

グラフから物質の密度を読み取り，同定することができる

状態変化と化学変化のちがいについて，モデル図から読み取ることができる ○

3 56.2

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

評価の観点

問題形式

8
39.6

8 37.7

11 45.4
48.1

学習指導要領の領域
44.6

4 38.3
6

0 －
11

34.1

34.1

分類 区分 対象設問数（問）
県平均正答率

（％）

問題
14 47.7
11

河口付近から離れるほど，海底に堆積する粒が小さいものが多くなることを理解して
いる

○

4 47.0
11 39.4

双子葉類と単子葉類の特徴の違いを理解している ○

評価の観点



平成２９年度　学力定着状況確認問題一覧表

中学校第２学年　英語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

聞く

読む

書く

表現

理解

言語・文化

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

聞
く

読
む

書
く

表
現

理
解

言
語
・
文
化

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) 1) ○ ○ ○ 90.0

１ (2) 2) ○ ○ ○ 92.4

２ (1) 3) ○ ○ ○ 73.0

２ (2) 4) ○ ○ ○ 62.7

２ (3) 5) ○ ○ ○ 62.2

３ (1) 6) ○ ○ ○ 73.2

３ (2) 7) ○ ○ ○ 79.3

３ (3) 8) ○ ○ ○ 37.8

４ (1) 9) ○ ○ ○ 85.3

４ (2) 10) ○ ○ ○ 71.6

４ (3) 11) ○ ○ ○ 23.9

５ (1) 12) ○ ○ ○ 58.8

５ (2) 13) ○ ○ ○ 76.2

５ (3) 14) ○ ○ ○ 61.6

６ (1) 15) ○ ○ ○ 52.4

６ (2) 16) ○ ○ ○ 64.6

６ (3) 17) ○ ○ ○ 74.7

７ (1) 18) ○ ○ ○ ○ 33.0

７ (2) 19) ○ ○ ○ ○ 19.1

７ (3) 20) ○ ○ ○ ○ 24.1

８ (1)ア 21) 〇 ○ ○ 12.3

８ (1)イ 22) 〇 ○ ○ 48.7

８ (2) 23) 〇 ○ ○ 53.2

８ (3) 24) ○ ○ ○ ○ 42.9

８ (4) 25) ○ ○ ○ ○ 32.8

県
全
体
正
答
率

（
％

）

区分

30.4
63.1
60.3
68.0
30.5
36.8

県平均正答率
（％）

62.7
30.4
71.3
56.9
21.8

英文を読み、その内容に関する質問の答えを考え，空所に入る適切な語を答える

英語で書かれた情報を読み取り，質問に日本語で答える ○

英文を読み，内容から考えて空所に入る適切な語を選ぶ

英文を読み，内容から考えて空所に入る適切な語を選ぶ

英文を読み、その内容に関する質問の答えを考え，空所に入る適切な語を答える

英文を読み，内容から考えて空所に入る適切な語を選ぶ

英語で書かれた情報を読み取り，質問に対する適切な答えを選ぶ

英語で書かれた情報を読み取り，質問に対する適切な答えを選ぶ

○

文脈に合うように，空所に入る適切な英文を書く

英語の内容から判断して，タイトルとして適切な表現を選ぶ

前後の英文から意味のつながりを考えて，空所に入る適切な英文を書く

前後の英文から意味のつながりを考えて，空所に入る適切な英文を書く

前後の英文から意味のつながりを考えて，空所に入る適切な英文を書く

英語で何を問われているかを理解し，適切な答えを選ぶ

英語で何を問われているかを理解し，適切な答えを選ぶ

英語で書かれた情報を読み取り，質問に日本語で答える

英文の内容から判断して，状況に合う適切な表現を選ぶ

英語で書かれた情報を読み取り，質問に対する適切な答えを選ぶ

設問番号

英語を聞いて絵の状況を適切に表現しているものを選ぶ

英語の対話を聞いて，その内容についての質問に対する答えを選ぶ

英語の対話を聞いて，その内容についての質問に対する答えを選ぶ

○

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

英語の対話を聞いて，その内容についての質問に対する答えを選ぶ

出題の趣旨

英語で何を問われているかを理解し，適切な答えを選ぶ

20
5
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○

○

7

○

16

○

○

○

○

対象設問数（問）

8

○

○

○
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○

○

英語を聞いて絵の状況を適切に表現しているものを選ぶ

3
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主
と
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て
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知
識
」

に
関
す
る
問
題

○

評価の観点

5
17

問題形式 2

分類

学習指導要領の領域

条件に合うように内容を考えて英文を書く

問題

○

12
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Ⅲ 児童生徒質問紙の結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ　児童生徒質問紙の結果

１  学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。 ２　学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。
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平成２９年度　学力定着状況確認問題　児童生徒質問紙クロス集計

【質問１】　学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。

２　２時間以上、３時間より少ない
４　３０分以上、1時間より少ない
６　全くしない

小学５年生

１　１時間以上
２　３０分以上、１時間より少ない
３　３０分より少ない
４　全くしない
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１　１時間以上
２　３０分以上、１時間より少ない
３　３０分より少ない
４　全くしない

１　３時間以上
３　１時間以上、２時間より少ない
５　３０分より少ない
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平成２９年度　学力定着状況確認問題　児童生徒質問紙クロス集計

【質問１】　学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。

　　１　３時間以上
　　２　２時間以上、３時間より少ない
　　３　１時間以上、２時間より少ない
　　４　３０分以上、１時間より少ない
　　５　３０分より少ない
　　６　全くしない

　　１　３時間以上
　　２　２時間以上、３時間より少ない
　　３　１時間以上、２時間より少ない
　　４　３０分以上、１時間より少ない
　　５　３０分より少ない
　　６　全くしない

中学１年生小学６年生 中学２年生

　　　　１　３時間以上
　　　　３　１時間以上、２時間より少ない
　　　　５　３０分より少ない

２　２時間以上、３時間より少ない
４　３０分以上、１時間より少ない
６　全くしない
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平成２９年度　学力定着状況確認問題　児童生徒質問紙クロス集計

【質問２】　学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。

小学３年生 小学４年生 小学５年生

　　　１　１時間以上
　　　２　３０分以上、１時間より少ない
　　　３　３０分より少ない
　　　４　全くしない

　　　１　１時間以上
　　　２　３０分以上、１時間より少ない
　　　３　３０分より少ない
　　　４　全くしない

　　　　　１　３時間以上
　　　　　３　１時間以上、２時間より少ない
　　　　　５　３０分より少ない

２　２時間以上、３時間より少ない
４　３０分以上、1時間より少ない
６　全くしない
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平成２９年度　学力定着状況確認問題　児童生徒質問紙クロス集計

【質問２】　学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。

　１　４時間以上
　２　３時間以上、４時間より少ない
　３　２時間以上、３時間より少ない
　４　１時間以上、２時間より少ない
　５　１時間より少ない
　６　全くしない

　　　　　　　　　　　　　　　　１　４時間以上
　　　　　　　　　　　　　　　　３　２時間以上、３時間より少ない
　　　　　　　　　　　　　　　　５　１時間より少ない

２　３時間以上、４時間より少ない
４　１時間以上、２時間より少ない
６　全くしない

中学２年生小学６年生 中学１年生

１　３時間以上
２　２時間以上、３時間より少ない
３　１時間以上、２時間より少ない
４　３０分以上、１時間より少ない
５　３０分より少ない
６　全くしない
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３　家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか。 ４　学校の宿題をしていますか。
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５　授業で学んだことを、他の学習や普段の生活に生かしていますか。 ６　今住んでいる地域の行事に参加していますか。
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７　授業の中で分からないことがあったら、どうすることが多いですか。
８  授業の中で、授業の目標（めあて・ねらい）が示されていると思います
か。
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平成２９年度　学力定着状況確認問題　児童生徒質問紙クロス集計

【質問７】　授業の中で分からないことがあったら、どうすることが多いですか。
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１　その場で先生に尋ねる
２　授業が終わってから先生に尋ねる
３　友達に尋ねる
４　家の人に尋ねる
５　学習塾の先生に尋ねる
６　自分で調べる
７　そのままにしておく

１　その場で先生に尋ねる
２　授業が終わってから先生に尋ねる
３　友達に尋ねる
４　家の人に尋ねる
５　学習塾の先生に尋ねる
６　自分で調べる
７　そのままにしておく

１　その場で先生に尋ねる　　　２　授業が終わってから先生に尋ねる
３　友達に尋ねる　　　　　　　４　家の人に尋ねる
５　学習塾の先生に尋ねる　　　６　自分で調べる
７　そのままにしておく
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平成２９年度　学力定着状況確認問題　児童生徒質問紙クロス集計

【質問７】　授業の中で分からないことがあったら、どうすることが多いですか。

１　その場で先生に尋ねる　　　　２　授業が終わってから先生に尋ねる
３　友達に尋ねる　　　　　　　　４　家の人に尋ねる
５　学習塾の先生に尋ねる　　　　６　自分で調べる
７　そのままにしておく

小学６年生 中学１年生 中学２年生

１　その場で先生に尋ねる
２　授業が終わってから先生に尋ねる
３　友達に尋ねる
４　家の人に尋ねる
５　学習塾の先生に尋ねる
６　自分で調べる
７　そのままにしておく

１　その場で先生に尋ねる
２　授業が終わってから先生に尋ねる
３　友達に尋ねる
４　家の人に尋ねる
５　学習塾の先生に尋ねる
６　自分で調べる
７　そのままにしておく
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９  授業の最後に、学習内容を振り返る活動をよく行っていると思いますか。
１０  授業で使うノートや学習プリントに、学習の目標（めあて・ねらい）とまと
めを書いていると思いますか。
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１１  授業では、自分の考えを発表する機会が与えられていると思います
か。

１２  授業では、学級の友達との間で話し合う活動をよく行っていると思いま
すか。
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１３　学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、
広げたりすることができていると思いますか。

１４　授業では、先生から示される課題や、学級やグループの中で、自分たちで立
てた課題に対して、自ら考え、自分から取り組んでいると思いますか。
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１５　授業では、学級やグループの中で自分たちで課題を立ててその解決に向けて情報を集
め、話し合いながら整理して発表するなどの学習活動に取り組んでいると思いますか。 １６　国語の授業の内容はよく分かりますか。
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34.3  

33.4  

23.7  

48.2  

46.9  

46.6  

45.9  

47.5  

47.6  

17.8  

17.6  

15.0  

16.6  

15.8  

22.8  

3.6  

3.5  

2.4  

3.2  

3.3  

5.7  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中１(H28) 

中２(H28) 

中１(H29) 

中２(H29) 

H29全調（県） 

H29全調（国） 

58.2  

58.4  

56.3  

56.8  

57.2  

58.2  

57.9  

59.0  

42.4  

38.9  

30.6  

31.5  

34.2  

35.2  

30.9  

31.8  

33.1  

33.7  

42.6  

43.3  

7.8  

7.4  

7.4  

6.4  

8.4  

7.4  

7.3  

6.0  

10.9  

13.3  

3.4  

2.7  

2.1  

1.6  

3.4  

2.5  

1.8  

1.2  

3.9  

4.3  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小３(H28) 

小４(H28) 

小５(H28) 

小６(H28) 

小３(H29) 

小４(H29) 

小５(H29) 

小６(H29) 

H29全調（県） 

H29全調（国） 

当てはまる どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 

46.0  

43.3  

51.4  

43.2  

30.8  

26.8  

42.8  

43.1  

39.0  

43.0  

48.8  

48.1  

9.5  

11.0  

7.8  

11.0  

16.3  

19.2  

1.8  

2.6  

1.9  

2.7  

3.9  

5.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中１(H28) 

中２(H28) 

中１(H29) 

中２(H29) 

H29全調（県） 

H29全調（国） 



１７　算数・数学の授業の内容はよく分かりますか。 １８　社会の授業の内容はよく分かりますか。

61.7  

56.0  

57.4  

58.9  

63.2  

58.4  

59.4  

59.6  

50.1  

47.6  

26.9  

30.4  

28.9  

30.4  

25.1  

28.8  

28.0  

30.1  

32.5  

33.0  

8.0  

10.2  

10.2  

8.4  

8.2  

9.5  

9.4  

7.9  

12.0  

13.7  

3.4  

3.4  

3.5  

2.3  

3.5  

3.3  

3.2  

2.3  

5.1  

5.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小３(H28) 

小４(H28) 

小５(H28) 

小６(H28) 

小３(H29) 

小４(H29) 

小５(H29) 

小６(H29) 

H29全調（県） 

H29全調（国） 

当てはまる どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 

46.8  

41.9  

50.2  

43.1  

36.6  

31.5  

35.1  

35.7  

33.0  

35.6  

37.4  

37.9  

13.9  

16.0  

13.0  

15.7  

18.6  

20.9  

4.2  

6.4  

3.9  

5.6  

7.1  

9.4  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中１(H28) 

中２(H28) 

中１(H29) 

中２(H29) 

H29全調（県） 

H29全調（国） 

60.1  

60.2  

53.5  

58.9  

59.7  

60.2  

54.8  

60.4  

28.7  

29.7  

33.6  

29.9  

28.4  

29.9  

32.6  

28.8  

8.1  

7.8  

10.3  

9.1  

8.7  

7.6  

10.1  

8.9  

3.1  

2.3  

2.5  

2.1  

3.2  

2.3  

2.4  

1.9  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小３(H28) 

小４(H28) 

小５(H28) 

小６(H28) 

小３(H29) 

小４(H29) 

小５(H29) 

小６(H29) 

当てはまる どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 

41.6  

41.0  

44.5  

41.6  

38.4  

39.3  

37.6  

39.9  

15.9  

15.1  

14.7  

14.5  

4.0  

4.7  

3.2  

4.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中１(H28) 

中２(H28) 

中１(H29) 

中２(H29) 



１９　理科の授業の内容はよく分かりますか。 ２０　英語の授業の内容はよく分かりますか。

74.0  

72.7  

64.3  

57.3  

74.4  

73.3  

65.9  

59.3  

19.5  

21.4  

27.5  

32.9  

18.9  

20.6  

26.3  

31.2  

4.6  

4.4  

6.5  

7.7  

4.6  

4.6  

6.2  

7.8  

1.8  

1.5  

1.7  

2.1  

2.1  

1.4  

1.6  

1.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小３(H28) 

小４(H28) 

小５(H28) 

小６(H28) 

小３(H29) 

小４(H29) 

小５(H29) 

小６(H29) 

当てはまる どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 

42.4  

43.0  

46.7  

44.5  

39.8  

38.9  

37.5  

37.6  

14.2  

14.0  

13.1  

13.9  

3.6  

4.0  

2.8  

4.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中１(H28) 

中２(H28) 

中１(H29) 

中２(H29) 

49.4  

37.3  

49.3  

39.2  

33.2  

36.6  

33.4  

35.6  

12.8  

18.4  

13.0  

18.0  

4.6  

7.8  

4.3  

7.2  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中１(H28) 

中２(H28) 

中１(H29) 

中２(H29) 

当てはまる どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 




